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めに 森林計 制度に い

森林計画制度 森林法 昭和「6 法 第「49号 規定さ てい 制度 、 林

産物 需給 安定 と 森林植生 国土 保全 を長期的 広域的 見地

合理的 確保す た 、森林と林業 関す 策 基 的方向を明 し、森

林所有者等 森林施業 指針及び規範とす ことを基 的 考え方としています

森林計画制度 体系 おいて 地域森林計画 、森林法第 条第１ 規定

基 き民有林 いて都 府県知事 たて 10 間 計画 、青森県 おいて

森林計画区 東青、津軽、 、 いて、各々 民有林

森林資源 関す 調査を行い、そ 結果を まと て計画をたてています

こ 地域森林計画 地域 特性を踏まえ、国 たて 森林 林業

基 計画 や 全国森林計画 即し、また青森県 森林 林業 関す 基 的

方向性を示す 青森県森林 林業基 方針 と 整合を図 、 後10 間 こ 地

域 森林を う 姿 く き 、森林整備 目標を定 、目標 成 必要

森林施業及びそ た 必要 条件整備等 基 的 事 いて、指針や基準と

して明示しています

お、こ 地域森林計画 適合して市 たて 市 森林整備計

画 おいて 、地域森林計画 示す指針や基準 基 き、森林 有す 益的機

能等 応 て区 し、具体的 森林施業 方法を定 、森林所有者等 森林施業実

施 規範や 森林経営計画 認定 根 と う計画す ことと っています

こ う 体系 中 、各計画 相互 関連を持 こと 、国や県 定

目標 成 誘 す ことと っています

■ 地域森林計 樹立担当者の職 氏 及び従事した期間

職 氏 樹立 従事した期間

林 課長 杉山 徹 成」0 ～ 成」1

比内 一 成」1 ～ 和元 1「

課長 理 比内 一 成」0 ～ 成」1

及川 顕 成」1 ～ 和元 1「

総括主幹 森林計画，M 猪狩 尚 成」0 ～ 成」1

山内 恭 成」1 ～ 和元 1「

主 幹 浦 直彦 成」0 ～ 成」1

山田 耕 成」1 ～ 和元 1「

藤 文宏 成」0 ～ 成」1

主 査 々木祐 成」0 ～ 和元 1「

兼田 孝子 成」1 ～ 和元 1「



森林・林業基本法 基 政府 た

○長期的 総合的 政策の方向・目標

森林法 基 農林水産大臣 た

○地域森林計画の規範

森林法 基 都道府県知事 た

○伐採 造林 林道 保安林の整備の目標

○ 市 森林整備計画の規範

森林の持 多面的機能の発揮
林業の持続的 健全 発展
県産 の安定供給 利用の確保

森林法 基 市 長 た 山 地域の活性

○市 講ず 森林関連施策の方向

○森林所 者等 行う伐採 造林の指針

森林法 基 森林所 者等 作成し

市 認定を求 こ

森林計画制度の体系

法律体系 基 く計画

全国森林計画

森林・林業基本計画

計画

○森林所 者又 経営の委託を受けた者
作成する具体的 伐採や造林、保育に関
する計

計画

即し

森林経営計画

計画

整合
青森県森林・林業基本方針

計画
令和元 度～ 度

適合し

適合し

地域森林計画

市 森林整備計画

計画

即し

成 ～令和
計画

県の 攻 の農林水産業推進基本方針 の政
策・施策 即し 取 組 具体的方策 を主
内容 し 県 策定

県独自の計画
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森林 被害 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

10) 防火線等 整備状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

林業の動向

１ 保有山林面積規模別経営体数 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

森林施業計画及び森林経営計画 認定状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

経営管理 及び経営管理実施 設定状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

森林組合及び生産森林組合 現状 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥



林業事業体等 現況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １

林業労働力 概況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １

林業機械 概況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

作業路網等 整備 概況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

前期計 の実行状況

１ 伐採立木 積 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

間伐面積 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

人工造林、 然更新別面積 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

林 開設又 張 数 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

保安施設 数 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

要整備森林 施業 区 別面積 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

林地の異動状況 森林計 の対象森林

１ 森林 森林 外 異動 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

森林 外 森林 異動 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

森林資源の推移

１ 期別伐採立木 積等 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

期別期首資源表 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

その他

用語 説明 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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計 の大

１ 森林計 区の概況

１ 自然的背景

ア 置 地形

計画区 、県 東部 置す 市11 を含 区域 、東 洋 、西 東青

及び津軽森林計画 、 岩手県及び秋田県 、そして、 森林計画区及び陸奥湾

接しています

地形 、西部 奥羽山脈 山岳地帯 、東部 半島 頸部 岩手県境 けて標

高100ｍ 「00ｍ前後 洪積 地 ってお 、こ 地を馬淵川 五戸川 新 田川

洋 注い います

西部山岳地帯 、大岳 1,585ｍ を最高峰として700ｍ 1,500ｍ級 山岳

連 、複式 湖 十和田湖 流 奥入瀬川を 、多数 河川 洋と

陸奥湾 注い います 秋田県境 ツ岳 1,159ｍ 、四角岳 1,00」ｍ 等 山岳

連 、岩手県境 久 岳 615ｍ や階 岳 740ｍ 連 っています

また、 洋 沿って 川原湖を 多く 湖 存在しています

イ 地質 土壌

地質 、西部 山岳地帯 甲田火山 基盤を す第 系 変朽安山岩 流紋岩 石英

安山岩 緑色凝灰岩 覆わ 、中央部及び東部 、第 系 ム層火山灰や浮石流堆積

物 覆わ ています 半島 頸部 岩手県境 けて 洪積 地 ム質火山灰

覆わ てい 第 系 泥岩 砂岩 ます

土壌 、黒色土壌 広く し、山岳地帯 褐色森林土を中心とし、 土壌

ます

ウ 気候

気候 西端 置す 奥羽山地 日 季節風を遮 た 、奥羽山地 山岳地帯

を除き冬季 快晴 続き、最大積雪深 県内 最 さい区域 、 間降水 積雪

少 い関 1,000mm～1,400mm す

均気温 10℃前後 あ 地域間 差 少 い 、 洋沿岸

けて偏東風 影響を け、異常 温 続くこと 多く っています

社会的経済的背景

ア 土地利用

計画区 総面積 、」4万ha 県総面積96万 千ha 約」5％を占 ています

土地 利用状況 、森林 18万 千ha 55％を占 、次い 水田、 と っています



「

イ 人口

計画区 人口 、 成「7 国勢調査 と50万人 、県人口1」0万 千人 」8財を

占 ています 、人口 減少傾向 あ ます

ウ 地域産業

計画区 就業人口 、 成「7 国勢調査 「4万 千人 、そ 産業別割合 、

第１次産業10％、第 次産業「」財、第 次産業64％、 類 能 産業 ％と ってお 、

第 次産業 占 割合 比較的高い地域 す

成「7 度 おけ 総生産 １ 9487億 、県全体 44％を占 、産業別 割合

第１次産業 ％、第 次産業」5％、第 次産業60％と っています

森林計 区の 置け

ア 計 区の森林面積

森林計画区 森林面積 民国合計 188,0」7ha 、県内 森林面積 「9普9％

を占 ています そ うち民有林面積 109,479ha 、県内民有林全体。「」8,」」7ha) 約半

46％ を占 、国有林 多い 県 中 あって 、民有林 割合 多い地域と

っています

■ 森林計 区別面積割合 民国合計 ■ 森林計 区の民国別面積割合



」

イ 民 林の森林資源

民有林面積109,479ha うち、ス 等 針葉樹 71,4「9ha 65普「％ 、 類を中心とし

た広葉樹 」」,964ha 」1普0％ 、無立木地4,085ha 」普7％ と っています

樹種構成 、ア マツ 比率 18普5％と県 均 比較して高く っています

森林蓄積 全体 約「,」88万ｍ」 、そ うちス 約1,」54万ｍ」 56普7％ 、ア マツ

約444万ｍ」 18普6財 と、ス 人工林 資源 充実しています

■ 樹種別面積構成 青森県全体 ■ 樹種別面積構成 森林計 区

ウ 人工林の齢級構成等

計画区 人工林面積 65,60」ha、人工林率59普9％ 県 均55普」％を 回っています

齢級構成を見 と11～1「齢級 大き ピ ク あ 、高齢級 移行してきています

お、県全体 近 郷土樹種 植 進 、１～ 齢級 占 割

合 高く、計画区内 、近 、 マツ 造林 増えてきています

■ 人工林の齢級別資源構成 青森県全体 ■ 人工林の齢級別資源構成 森林計 区
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エ 民 林の所 形態

民有林 所有形態 、個人有林 68普8％と最 多い比率を占 てお 、県全体と比

と市 有林 有林 若 少 い傾向 あ ます

■ 所 形態別面積構成 青森県全体 ■ 所 形態別面積構成 林計 区

造林、間伐等の森林整備

約」10ha程度 人工造林 行わ てお 、ス や マツ そ 他針 集計

割合 高く っています

間伐 均 約1,「00ha実施してお 、県全体 44％を占 ています

■ 森林整備面積 成28～30年度ま の 年実績の 年度 均

林 の整備状況

成」0 度 現況延長 約480ずmと ってお 、林 密度 4普4ｍ景ha 県 均 5普1ｍ

景haを 回っています

単位：ha

ス ヒ バ アカマツ ロマツ その他針 ケヤ ナ ブ ナ その他広

八 －

県 計 －

単位ha

ス ヒ バ アカマツ ロマツ その他針 ケヤ ナ ブ ナ その他広

八 － － － － － － － － －

県 計 － － － － －

単位ha 単位ha

八 － 八 ,

県 計 県 計 ,

人 工 造 林 面 積
合 計

樹 植 栽 面 積
合 計

更新伐面積 間伐面積
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キ 森林組合の状況

森林組合 戸市 地方 十 地区 東 大 組合

あ 、組合員数 合計11,997人 、組合員所有 森林面積 7」,5「4ha、民有林 約67財を

占 ています

また、生産森林組合 組合 1,0」7ha 森林を経営しています

ク 特用林産物の生産

計画区内 主 特用林産物 生産 成」0 次 生しいたけ 181ｔ、 こ 161

ｔ、え きたけ 106ｔ等を生産してお 、そ 県全体 おけ 生産 71％、98％、100

％を占 ています

参考

■ 特用林産物の生産割合 青森県全体 ■ 特用林産物の生産割合 森林計 区

※ 生産 比率 参考値

品 目 青森県 比 率

生 し い た け ｔ 「56普「 181普1 70普7財
こ ｔ 164普」 161普0 98普0財

え き た け ｔ 106普0 106普0 100普0財
ま い た け ｔ 」5普「 「」普5 66普8財
く ｔ 17普」 16普1 9」普1財
く ｔ 5普9 」普5 59普」財
山 菜 類 ｔ 195普7 65普6 」」普5財

油 ｋℓ 11普「
木 炭 ｔ 8「普」 1普0 1普「財
木 酢 液 ｋℓ 18普4

計
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前期計 の実行結果の概要及びその評価

１ 伐採立木 積

成「7 度 和元 度 。見込)ま 前期計画。前半 ) おけ 主伐と

間伐を合わせた伐採立木 積 、計画 1,61」千㎥ 対して、実行 「,554千㎥、実行

率158％と ました こ うち、主伐 おいて 、計画 6」7千㎥ 対して、実行

「,19」千㎥、実行率」44%と 、間伐 いて 、計画 976千㎥ 対して、実行 」61

千㎥、実行率」7% した

こ 要因として、主伐 、人工林資源 充実や、原木需要 増加 、計画を大

きく 回った と考えています 一方、間伐 、地球温暖 対策等を推進す 観

、高い計画 とした 、施業 集約 進ま 計画を 回った と考えて

います

造林面積

人工造林 、計画面積「,888ha 対して、実行面積1,」68ha、実行率47財、 然更新

、計画面積1,16「ha 対して、実行面積906ha、実行率78財と ました

こ 要因として、人工造林 いて 、長期 わた 木 価 迷 、森林

所有者 伐採収益を造林経費 再投資 き ったこと等 、計画を 回った

と考えています

また、 然更新 いて 、伐採跡地周辺 種子を供給す 森林 少 ったこと

や、蔓類 繁茂等 障害と 計画を 回った と考えています

人工造林、 然更新別面積 面積野ha、実行歩合野％

計 画 実 行 実行歩合 計 画 実 行 実行歩合

, , . , .

人 工 造 林 天 然 更 新

伐採立木 積 積：1,000ｍ」 、 実行歩合：％

主 伐 間 伐 総 数 主 伐 間 伐 総 数 主 伐 間 伐 総 数

, ,

, , , . . .

, ,

, , , . . .

－ － . － .

注 計画欄 前期計画 前半５ 年分に対応する計画量

実行欄 前期計画 前半５ 年分 実行量

書 面積 単位：ha

針 葉 樹

広 葉 樹

区 分

伐 採 立 木 積

計 画 実 行 実 行 歩 合

総 数
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林 の開設 拡張

林 新設 、計画延長97普6ずm 対して、14普6ずm、実行率15普0％と 、改築 15普9ずm

計画 対して、実行延長4普1ずm、実行率「5普8％と ました

こ 要因として、開設及び 張と 、森林 適 整備を図 必要 延長、

箇所を計画 対して、事業実施主体 あ 市 事情 要因や木 価

長期 迷等 森林所有者 経営意欲 等 計画を 回った と考えて

います

保安林面積

保安林面積 、計画期 面積「5,959ha 対して、実績 「4,85」ha、 成率96％と

ました

こ 要因として、山地災害等 県民 生命、 産を保全す 保安林制度 対す

理解 深ま 、森林所有者等 協力を得 たこと と考えています

治山事業の数

山事業 施行箇所数 、計画74箇所 対して、実行7「箇所、実行率97％と ま

した

こ 要因として、山地災害等 発生した箇所及び恐 あ 地域を中心 計画した

とこ 、 目標 成さ た 、災害発生箇所を集中して整備したこと 計

画を 回った す

 林 開設又 張 数  延長野ずm、箇所野箇所数、実行歩合：％

区 分 計 画 実 行 実行歩合

開 設
新設延長 km . . .

改築延長 km . . .

拡 張
改良箇所 箇所 . . .

舗装延長 km . . .

山事業 数  箇所：箇所数、実行歩合：％

箇 所

計 画 実 行 実 行 歩 合

.

保安林 面積 面積野ha、実行歩合野％

実 行 歩 合

.

.

.

.保健 風致保存 た 保安林 , ,

水源涵養 た 保安林 , ,

災害防備 た 保安林 , ,

区 分 計画期 面積 実    績

総 数 実 面 積 , ,
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地域森林計 樹立に当た の基本的考え方

１ 現状 課題

ア 森林の機能に対する県民ニ の高ま

森林 、木 等 林産物 供給を 、水源 涵養や、山地災害 防 、飛砂

防備等 快適環境 形成、健康 維持 増進や ク エ ション、 観や風致

文 的 場 提供、生物多様性 保全、 酸 炭素 吸収 地球温暖 防

献 、多面的 機能を持っています

当計画区 おいて、 成「」 東日 大震災 発生した津波 、 戸市や

沢市、おい せ 岸防災林 被災した 、 成」0 県 地域 初 て

松くい虫被害 部 確認さ 、津波被災森林 や松くい虫被害 終

息 向けた対策 強 、森林 有す 機能 高度発揮 求 ています

イ 利用期を迎えた森林資源の活用の推進

当計画区 、県内 民有林面積 約半 を占 一大民有林地帯 、こ ま 積

極的 造林さ てきたス を主体とした人工林資源 充実してお 、 的 利用

期を迎えています

こうした中、 成「7 戸 国内最大級 Ｌ Ｌ工場、 成」0 戸市

木質 イ マス発電施設、 和元 戸 目 Ｌ Ｌ工場 稼働したこ

と 伴う新た 木 需要 対応す た 、路網整備 推進や施業 集約 、木

生産を担う労働力 確保 育成 安定供給体制 一層 強 必要 す

ウ 造林未済地の増加 コスト造林の推進

森林資源 充実 伴い主伐面積 増加傾向 あ 一方、森林所有者 経営意欲

減 等 再造林 割合 １ と まってお 、造林 済地 大して

い 状況 す

将来 わたって資源 持続的 環利用を図 た 、一貫作業シス ム 定着や

コン 苗 及 コス 造林を 進し、伐採跡地 再造林を進 こと 必

要 す

計 樹立の基本方向

こ う 現状と課 を踏まえて、計画 樹立 あたって 、計画区 自然的、

社会的条件、こ ま 実績や 後 動向等を勘案し 、再造林や間伐等 適

実施、長伐期 や育成複層林 誘 等を推進す 森林 整備 関す 事

、及び保安林制度 適 運用や山地災害等 防 、森林病害虫 被害対策

を推進す 森林 保全 関す 事 、並び 具体的 計画数 として伐採立木

積、造林面積、林 開設 、 山事業等 計画数 等 いて定 す

お、計画 全国森林計画 計画事 即し 、県独自 計画 あ 青森県

森林 林業基 方針 と整合を図 、 森林 林業等 関す 諸施策を勘案し

、民有林 国有林間 連携強 と、効率的 実行 図 う配慮し

ます
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計 事項

第１ 計 の対象 する森林の区域

地域森林計画 対象とす 森林面積 次 とお す

市 面 積。ha) 備 考

計 画 区 総 数 １

戸 市 １ １１１
地域県民局

地域農林水産部管内 戸 １ １

五 戸

田 子

部

階

新 郷 １

十 和 田 市 １
地域県民局

地域農林水産部管内 沢 市 １

辺 地

七 戸 １

戸

浜 １

東

ヶ 所

おい せ １

注１ 計画 対象とす 森林 区域 、森林計画図 おいて表示す 区域 民有林とします

満を四捨五入してい た 、総数と内訳 合計 一致しませ

地域森林計画 対象と 民有林 次 事 いて 保安林及び保安施設地区 区域内 森

林並び 岸法 昭和」1 法 第101号 第 条 規定 指定さ た 岸保全区域内 森林を除

き、次 事 いて 保安林及び保安施設地区 区域内 森林を除く 、 ～ ま 事

対象と ます

森林法第10条 第１ 規定す 開発行 許

森林法第10条 第１ 規定す 森林 土地 所有者と った 届出

森林法第10条 第１ 規定す 伐採及び伐採後 造林 届出

森林計画図 閲覧場所 、青森県農林水産部林 課並び 地域県民局地域農林水産部及び

地域県民局地域農林水産部
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第 森林の整備及び保全に関する基本的 事項

１ 森林の整備及び保全の目標その他森林の整備及び保全に関する基本的 事項

１ 森林の整備及び保全の目標

森林 整備及び保全 当たって 、森林 有す 多面的機能を総合的 高度

発揮させ た 、生物多様性 保全及び地球温暖 防 果たす役割並び 近

地球温暖 伴い懸念さ 集中豪雨 増加等 自然環境 変 考慮し 、

適 森林施業 実施や森林 保全 確保 健全 森林資源 維持造成を推進

す こととします

具体的 、森林 有す 諸機能 発揮さ 場 あ 流域 を基 的

として、森林 有す 水源涵養、山地災害防 ／土壌保全、快適環境形成、

保健 ク エ ション、文 、生物多様性保全及び木 等生産 各機能 と

、そ 機能 発揮 望ましい森林 姿を次 とお とします

水源涵養機能 層植生とと 樹木 根 発 す こと 、水を蓄

え 隙間 富 透 保水能力 高い森林土壌を有す 森
林 あって、必要 応 て 透を 進す 施設等 整備さ
てい 森林

山地災害防 機能／ 層植生 生育す た 空間 確保さ 、適度 差
土壌保全機能 し込 、 層植生とと 樹木 根 深く広く発 し土壌を

保持す 能力 優 た森林 あって、必要 応 て山地災害
を防 施設等 整備さ てい 森林

快適環境形成機能 大気 浄 、騒音、飛砂や風を防 良好 生活環境を
保全す た 、樹高 高く 葉 多く茂ってい 遮
い能力や粉 等 汚 物質 吸着能力 高く、諸被害 対

す 抵抗性 高い森林

保健 ク エ シ 身近 自然と あい 場として適 管理さ 、多様
ョン機能 樹種 、 民等 憩いと学び 場を提供してい 森

林 あって、必要 応 て保健 教育活動 適した施設 整
備さ てい 森林

文 機能 街並 、史跡、 勝等と一体と って潤い あ 自然 観

や歴史的風致を構成してい 森林

生物多様性保全機能 原生的 自然環境を構成し、学術的 貴 動植物 生息、

生育 適してい 森林、又 自然条件 適した様々 生育段
階や樹種 構成さ 森林

木 等生産機能 林木 生育 適した土壌を有し、木 として利用す
有用 樹木 構成さ 、高い成長力を有す 森林 あっ

て、林 等 生産基盤施設 適 整備さ てい 森林
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森林の整備及び保全の基本方針

森林 有す 各機能 充実と機能間 調整を図 、森林 有す 多面的機能を

総合的 高度 発揮させ た 、森林 構成、林 整備状況、社会的要請等

を総合的 勘案し、 １ 掲 森林 有す 機能 と 森林 整備及び保全

基 方針を次 とお とします

森林の する機能ご の森林整備及び保全の基本方針

森林 有す 機能 森林整備及び保全 基 方針

水源涵養機能 ム集水区域や主要 河川 流 置す 水源地周辺 森林並

び 地域 用水源として 要 た 池、湧水地及び渓流等 周辺

存す 森林 、水源涵養機能維持増進を図 森林として整備及び

保全を推進す こととします

具体的 、良質 水 安定供給を確保す 観 、適 保

育 間伐を 進し 、 層植生や樹木 根を発 させ 施業を基

とす とと 、伐採 伴って発生す 裸地 いて 、縮 及

び 散を図 こととします また、自然条件や県民 等 応

、 然力 活用した施業を推進す こととします

ム等 利水施設 流部 おいて、水源涵養 機能 十 発

揮さ う、保安林 指定やそ 適 管理を推進す ことを基

とします

山地災害防 機能／ 山腹崩壊等 、人命 人家等 被害を及 すおそ あ 森

土壌保全機能 林 、災害 防備を図 必要 あ 森林 、山地災害防 機能

維持増進を図 森林として整備及び保全を推進す こととします

具体的 、災害 強い県土を形成す 観 、地形、地質等

条件を考慮した 、林床 裸地 縮 及び回避を図 施業を

推進す こととします また、自然条件や県民 等 応 、

然力 活用した施業を推進す こととします

集落等 近接す 山地災害 発生 危険性 高い地域等 おい

て、土砂 流出防備等 機能 十全 発揮さ う、保安林 指

定やそ 適 管理を推進す とと 、渓岸 侵食防 や山脚

固定等を図 必要 あ 場合 、谷 や土留 等 施設 設置を

推進す ことを基 とします

快適環境形成機能 民 日常生活 密接 関わ を持 山等 あって、騒音や粉

塵等 影響を緩和す 森林及び森林 所在す 置、気象条件等

て気象災害を防 す 効果 高い森林 、快適環境形成機能

維持増進を図 森林として整備及び保全を推進す こととします

具体的 、地域 快適 生活環境を保全す 観 、風や騒

音等 防備や大気 浄 た 有効 森林 構成 維持を基 と

し、樹種 多様性を増進す 施業や適 保育 間伐等を推進す

こととします

また、快適 環境 保全 た 指定やそ 適 管理、防風、

防潮等 要 役割を果たしてい 岸林等 保全を推進す こと

とします
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森林 有す 機能 森林整備及び保全 基 方針

保健 ク エ シ 観 的 魅力あ 高原、渓谷等 自然 観や植物群落を有す 森

ョン機能 林、キャン 場や森林 園等 施設を伴う森林 、県民 保健

教育的利用等 適した森林 、保健 ク エ ション機能 維持

増進を図 森林として整備及び保全を推進す こととします

具体的 、県民 憩いと学び 場を提供す 観 、立地条

件や県民 等 応 広葉樹 入を図 多様 森林整

備を推進す こととします

また、保健等 た 保安林 指定やそ 適 管理を推進す

こととします

文 機能 史跡、 勝等 所在す 森林や、こ と一体と 優 た自然

観等を形成す 森林 、潤いあ 自然 観や歴史的風致を構成す

観 、文 機能 維持増進を図 森林として整備及び保全を

推進す こととします

具体的 、美的 観 維持 形成 配慮した森林整備を推進す

こととします

また、風致 た 保安林 指定やそ 適 管理を推進す こ

ととします

生物多様性保全機能 森林 生態系 適度 く乱 常 変 し 、一定

広 おいてそ 土地固有 自然条件 適した様々 生育段階や

樹種 構成さ 多様 森林 ンス く配置さ てい こと

を目指すこととします

と わけ、原生的 森林、希少 生物 生育 生息す 森林、陸

域 水域 また 特有 生物 生育 生息す 渓畔林 属地

的 機能 発揮 求 森林 いて 、生物多様性保全機能

維持増進を図 森林として保全す こととします また、 生生

物 た 回廊 確保 配慮した適 保全を推進す こととし

ます

木 等生産機能 林木 生育 適した土壌を有し、効率的 森林施業 能 森林

、木 等生産機能 維持増進を図 森林として整備を推進す こ

ととします

具体的 、木 等 林産物を持続的、安定的 効率的 供給

す 観 、森林 健全性を確保し、木 需要 応 た樹種、

級 林木を生育させ た 適 造林、保育及び間伐等を推進す

ことを基 として、将来 わた 育成 層林として維持す 森林

、主伐後 植 確実 更新を行うこととします こ 場

合､施業 集約 や機械 を通 た効率的 整備を推進す ことを

基 とします
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計 期間に い 到 し、 、保持すべ 森林資源の状態等

造林や伐採を当該計画 基 いて実施した場合、計画期 和11 度 お

け 森林資源 状態 次 とお と ます

計 期間に い 到 し、 、保持すべ 森林資源の状態

区 現 況 計画期

育成 層林 ｈａ ｈａ
面

育成複層林 ｈａ １ ｈａ
積

然生林 １ ｈａ ｈａ

森林蓄積 １ ㎥景ｈａ １ ㎥景ｈａ

注１ 育成 層林と 、森林を構成す 樹木 一定 まとま を一度 全部伐採し、

一 樹冠層を構成す 森林として人 成立させ維持す 森林

育成複層林と 、森林を構成す 林木を帯状若しく 群状又 木 伐採し、一

定 範 又 一空間 おいて複数 樹冠層。※)を構成す 森林として人

成立させ維持す 森林

然生林と 、主として 然力を活用す こと 成立させ、維持す 森林

立木地を含

※ 複数 樹冠層 と 、林齢や樹種 い 樹木 高さ 異 こと 複数

階層 生 た状態

その他必要 事項

木 価 迷等 、森林施業 棄 顕在 してい こと 、森林経営計

画 作成を推進して、集約 計画的 効率的 森林 整備及び保安林制度等

適 森林 整備及び保全を推進す こととします
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第 森林の整備に関する事項

１ 森林の立木竹の伐採に関する事項

１ 立木の伐採 主伐 の標準的 方法に関する指針

立木 伐採 うち主伐 いて 、更新を伴う伐採 あ 、そ 方法 いて

皆伐又 択伐 こととします

主伐 当たって 、森林 有す 益的機能 発揮と森林生産力 維持増進

配慮して行う とし、伐採跡地 連続す こと い う、伐採跡地間 、

少 くと 周辺森林 樹高程度 林帯を確保す とと 、伐採対象とす 立木

いて 、標準伐期齢 を目安として選定す こととします

また、伐採後 適確 更新を確保す た 、あ 適 更新 方法を定

、そ 方法を勘案して伐採を行うこととします

特 伐採後 更新を 然更新 場合 、 然稚樹 生育状況、 樹 保

存、種子 結実、周辺 伐採跡地 然更新 状況等 配慮す こととします

お、自然条件 劣悪 た 、更新を確保す た 伐採 方法を特定す 必

要 あ 森林 おけ 伐採方法 いて 、択伐等適確 更新 配慮す ことと

します

さ 、林地 保全、雪崩及び落石等 防 、風雪害等 各種被害 防 、風

致 維持並び 渓流周辺及び尾根筋等 森林 おけ 生物多様性 保全等 た

必要 あ 場合 、所要 保護樹帯を設置す こととします

ア 皆伐

皆伐 当たって 、気候、地形、土壌等 自然条件及び 益的機能 確保

必要性を踏まえ、適 伐採区域 形状、一箇所当た 伐採面積 規模及び伐

採区域 イク的配置 配慮し、適確 更新を図 こととします

イ 択伐

択伐 いて 、 木 帯状又 樹群を として、伐採区域全体 概 均

等 割合 行うこととします

また、森林 有す 多面的機能 維持増進 図 適 林 構成と

う、一定 立木 積を維持す とし、 積 伐採率を」0％ 。伐採後

造林 人工造林 場合 あって 40％ す こととします

お、立木 伐採 主伐 標準的 方法 、市 森林整備計画 おいて立

木 伐採 主伐 を行う 規範として定 こととします
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立木の標準伐期齢に関する指針

立木 標準伐期齢 いて 、主要樹種 と 、 均成長 最大と 齢を

基準として森林 有す 益的機能、既往 均伐期齢及び森林 構成を勘案し

て定 こととします

こ 場合、施業 体系 著しく異 地域 あ 場合 、当該地域 と 定

こととします

お、次表 標準伐期齢 、地域を通 た立木 伐採 主伐 時期 関す

指標として市 森林整備計画 定 す 、標準伐期齢 し

た時 森林 伐採を義 付け あ ませ

樹 種 ス ア マツ マツ そ 他針葉樹 広 葉 樹

ク マツ き こ原木用 そ 他

林齢

その他必要 事項

保安林及び保安施設地区内 森林並び 森林法施行規則第１ 条 規定す 森林

法 立木 伐採 き制限 あ 森林 いて 、保全対象又 益

対象を くす 森林 と 制限 目的 成 必要 施業を行うこととします

また、森林 生物多様性 保全 観 、施業 実施 当たって 、 生生物

営巣、餌場、隠 場として 要 空洞木や枯損木、目的樹種 外 樹種 あっ

て 目的樹種 成長を妨 い いて 保残 努 こととします

造林に関する事項

１ 人工造林に関する指針

ア 人工造林の対象樹種に関する指針

人工造林 いて 、植 け 適確 更新 困難 森林や 益的機

能 発揮 必要性 植 を行うこと 適当 あ 森林 、木 等生産機能

発揮 期 さ 、将来 わた 育成 層林として維持す 森林 おいて行うこ

ととします 人工造林をす き対象樹種 選定 当たって 、適地適木を基 と

し、地域 自然条件、樹種 特質、種苗 需給動向、新た 施業技術等を勘案し、

健全 森林 成立 見込ま 樹種を選定す こととします

また、 郷土樹種や広葉樹 多様 造林を進 とと 花粉症

対策 資す 苗木 植 を推進す こととします

お、人工造林 対象樹種 、市 森林整備計画 おいて人工造林を行う

樹種 選択 規範として定 こととします

イ 人工造林の標準的 方法に関する指針

森林 確実 更新を図 た 、自然条件、既往 造林方法等を勘案した適地適

木を基 、コン 苗 活用や伐採と造林 一貫シス ム 入等 努 こ
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ととします

お、樹種別及び 立て 方法別 標準的 植 数 、市 森林整備計画

おいて人工造林を行う 指針として次 とお 定 こととします

人工造林の樹種別、 立 の方法別の植 本数

主 樹 種 植栽 数 ／ｈａ

ス , 疎 ～ , 中 ～ , 密

カ マツ ヒバ , 疎 ～ , 中 ～ , 密

アカマツ ロマツ , 疎 ～ , 中 ～ , 密

ブナ ケヤ ナ , 疎 ～ , 中 ～ , 密

疎 ～ 中 ～ 密

注 １ 保安林 植 指定 あ 場合 、指定さ た樹種及び 数を植 す こととします

複層林 や混交林 を図 場合 樹 植 いて 、施業体系 あ 場合 そ を踏

まえ 、 層木 立木 樹冠占有面積等を勘案 うえ植 す こととします

定 た標準的 植 数 範 を超えて植 し うとす 場合 、林業 及指 員

指 植 す こととします

ウ 伐採跡地の人工造林をすべ 期間に関する指針

森林 持 益的機能 維持及び森林資源 期回 を図 た 、次 とお

定 こととします

ア 植 に ら け 適確 更新 困難 森林

人工造林 とし、そ 期間 伐採 終了した日を含 度 翌 度

初日 起算して 内とします

イ 皆伐の場合

裸地状態を 期 解消して 益的機能 維持を図 た 、気候、地形、土壌

等 自然条件 応 て人工造林 伐採 終了した日を含 度 翌 度 初日

起算して 内とします

ウ 択伐の場合

伐採 終了した日を含 度 翌 度 初日 起算して 内 造林補

事業 択伐を実施した場合 内 とします また、必要 応 て

植込 等を行うこととします

お、伐採跡地 人工造林をす き期間 、市 森林整備計画 おいて、

人工造林を行う 規範として定 こととします

天然更新に関する指針

然更新 いて 、気候、地形、土壌等 自然条件、林業技術体系等 て、

主 然力活用 適確 更新 図 森林 おいて行うこととします
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ア 天然更新の対象樹種に関する指針

更新樹種 中 、適地適木を として、自然条件、周辺環境等を勘案し、

然更新 対象とす 樹種 次 とお とします

更新対象樹種 、郷土樹種や自然 種子散 を勘案し、針葉樹、 類、

ク ク 類、ケ キ、ホ ノキ、 ク 類、 エ 類、 ノキ、シ ノキ、

ンノキ、ア 、 ノキ類、 ンノキ類、 マ ワ、 マ シ、 キ、

シワとします

お、 然更新 対象樹種 、市 森林整備計画 おいて 然更新を行う

規範として定 こととします

イ 天然更新の標準的 方法に関する指針

ア 樹種別の期待成立本数

人工造林 準 とし、 然更新す き立木 数 、 ア 然更

新対象樹種 期 成立 数 10,000 景ha 景10 あ 」,000 景ha 立木度

とします

イ 天然更新の方法

天然下種更新

然 種更新 場合 、そ 森林 状況 応 て、地表処理、

出し、植込 等 然更新補 作業を行うこととします

ａ 地表処理 いて 、 や粗腐植 堆積等 然 種更新 阻害

さ てい 箇所 おいて、 き起こし、 条整理等 作業を行うこととし

ます

出し いて 、 層植生 然稚樹 生育 阻害さ

てい 箇所 いて行うこととします

植込 いて 、 然稚樹等 生育状況等を勘案し、 然更新 十

箇所 必要 数を植 す こととします

ぼう芽更新

う芽 発生状況等を考慮し、必要 応 、芽 き又 植込 を行うこと

とします

ウ 天然更新の完了確認

然更新 完了確認 、伐採跡地 標準地を設定し、後 樹 樹高及び成立

数を調査す とし、具体的 調査方法 青森県 おけ 然更新完了

基準 成「1 日制定 基 き、市 作成した基準 県 作成

した基準を用い こと こととします

お、 然更新 標準的 方法 、市 森林整備計画 おいて更新を行う

規範として定 こととします
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ウ 伐採跡地の天然更新をすべ 期間に関する指針

森林 有す 益的機能 維持及び 期回 を図 た 、伐採 終了した日を

含 度 翌 度 初日 起算して 内とします

お、伐採跡地 然更新をす き期間 、市 森林整備計画 おいて 然

更新を行う 規範として定 こととします

植 に ら け 適確 更新 困難 森林に関する指針

う芽更新 適した樹種や 然 種更新 必要 樹又 樹林 賦存状況、

然更新 必要 稚幼樹 生育状況、病虫獣 被害 発生状況、当該森林及び近

隣 森林 おけ 主伐箇所 然更新 状況、森林 期回 対す 社会的要請

等を勘案して 然更新 期 き い森林 いて 、植 適確 更新を確

保す こととします

お、植 け 適確 更新 確保 困難 森林 、市 森林整備計

画 おいて定 こととします

その他必要 事項

ア 伐採後の適 造林の確保

森林 持 多面的機能 発揮及び将来 わたって資源を 環利用していくた

、着実 森林として更新していくこと 必要 あ 、森林所有者等 提出す

伐採及び伐採後 造林 届出 おけ 造林計画 確実 実行を 進す こ

ととします

また、森林所有者 再造林 意欲的 組 う、社会全体 支援す 枠

組 く を推進す こととします

イ コスト造林の推進

施工性 優 たコン 苗 活用や伐採、搬出 地拵え、植 ま を効率的

行う一貫作業シス ム 入等 造林 コス を積極的 推進す こ

ととします

ウ 種苗供給体制の強

優良 種苗を確保し、需要 応 た 滑 造林を推進す た 、 マツや花

粉症対策ス 採種園、コン 苗 生産施設等 整備 、種苗供給体制 強

を図 こととします

エ 多様 主体に る森林 く 活動の推進

企業等 多様 主体 参加を 進し、社会全体 森林 く 活動を推進す

こととします
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間伐及び保育に関する基本的事項

１ 間伐を実施すべ 標準的 林齢及び間伐の標準的 方法に関する指針

間伐 実施 当たって 、立木 生育 進並び 林 健全 及び利用価値 向

を図 た 、既往 間伐 方法を勘案す とと 、間伐率 いて 、 積

伐採率 」5％ あ 、 、伐採 度 翌 度 初日 起算しておお

後 おいて、そ 森林 樹冠疎密度 10 回 す こと 確実

あ と認 範 内 定 こととします

また、高齢級 森林 おけ 間伐 当って 、立木 成長力 留意す こととし

ます

お、間伐を実施す き標準的 林齢及び間伐 標準的 方法 、市 森林整

備計画 おいて間伐 規範として定 こととします

主 樹種別の間伐の回数、実施時期 林齢 、間伐率等

樹種 施業体系 地 間 伐 時 期 林齢 伐 期 目 標
位
級 回 回 回 回 ５回 上層 均 積 備 考

樹高 直径

ス 植栽 数 ｍ ㎝ ㎥ 間伐方法 原

, . . . 則 と し て 青 森

伐期 年 県林分密度管

数伐採率 」0普1 「8普6 「7普7 「7普8 理図を利用す

る 他 方

アカマツ 植栽 数 . . . 法によ 実施

, して よい

伐期 年 とする

数伐採率 」「普4 」「普0 」」普0 」」普6 」0普」

保育間伐

カ マツ 植栽 数 . . . とする

,

伐期 年

数伐採率 41普1 」8普1 」4普0

広葉樹 天然更新 . . .
伐期 年

数伐採率 48普「 48普「

注１ 表 時期 わ 、間伐 開始時期 、林冠 うっ閉して林木 競 性 生 始 た時

期を初回とします

層植生を有す 林 構造 維持さ う、適 伐採率と伐採間隔 間伐を行うこととしま

す

育成複層林施業 あって 、 層木 成長 確保 き 林内照度を保 た 、 益的機能 維持

配慮して 層木 伐採を実施す とし、また、長伐期施業 標準伐期齢 おお 倍 相

当す 林齢を超え 林齢 おいて主伐を行う森林施業 あって 、樹冠 閉塞 林内照度

を調整して、 益的機能 維持 配慮した伐採を行うこととします

森林 状況や林 等 搬出施設 整備状況 応 て、高性能林業機械 活用 効率的 実施

を図 こととします
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保育の標準的 方法に関する指針

保育 種類 、原則として 及び除伐とし、林木 生育 進及び林 健全

を図 こととします

ア 下刈

目的樹種 成長を阻害す 草 植物等を除去し、目的樹種 健全 育成を図

た 行うこととします

当たって 、局地的気象条件、植生 繁茂状況等 応 、適時適

作業法 行うこととし、そ 実施時期及び回数 いて 、目的樹種 生育

状況、植生 種類及び植生高 断す こととします

イ 除伐 保育間伐を含

除伐 いて 、 終了後、林冠 うっ閉す 前 森林 おいて、目

的樹種 成長を阻害す 樹木等を除去し、目的樹種 健全 成長を図 た

行うこととします

除伐 当たって 、森林 状況 応 て適時適 行うこととし、目的外樹

種 あって 、そ 生育状況や将来 利用価値を勘案し、有用 保残し育

成す こととします

お、保育 標準的 方法 、市 森林整備計画 おいて森林 保育を行

う 規範として定 こととします

樹種別の保育の標準的 方法

樹 種 類 林 齢 施行回数

種 1 「 」 4 5 6 7 8 9 10 11 1「 1」 14 15 16 17 18 19 「0 「1～「5 数 回数

○◎○○○△△△

ス 除 伐 ○ １ １

打ち ○ ○ △

適 宜
雪起こし等

○◎○○○△
ア

除 伐 △ １ １
マ
ツ 適 宜

雪起こし等

○◎○○○△

除 伐 ○ １ １
マ
ツ 適 宜

雪起こし等

○○○○○○○△△△ 10 10

除 伐 ○ １ １

適 宜
雪起こし等

注 ◎ 回、○ １回、△ 必要 応 て行うことを基 とします 、森林 状況
応 て適時適 実施す こととします
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その他必要 事項

間伐及び保育を行う 、林地 保全 配慮し、必要 応 林地残 や 条

集積 を行うとと 、裸地 表土 流亡等 防 努 こととしま

す

また、間伐 いて 、 コス 施業や集約 を進 、自然 地形を活 した路

網整備と高性能林業機械を組 合わせた効率的 コス 作業シス ム 入

搬出間伐を 進す こととします

益的機能別施業森林等の整備に関する事項

益的機能別施業森林等 区域及び当該区域内 おけ 施業 方法 、市 森林

整備計画 おいて当該区域及び施業方法を定 規範として定 こととしま

す

１ 益的機能別施業森林の区域の基準及び当該区域に ける森林施業の方法に関す

る指針

ア 区域の設定の基準

森林 有す 益的機能 応 て当該 益的機能 維持増進を特 図 た

森林施業を推進す き森林 、 水源 涵養 機能 維持増進を図 た 森林

施業を推進す き森林 略称：水源涵養機能維持増進森林 、 土地 関す 災

害 防 及び土壌 保全 機能 維持増進を図 た 森林施業を推進す き森

林 略称：山地災害防 ／土壌保全機能維持増進森林 、 快適 環境 形成

機能 維持増進を図 た 森林施業を推進す き森林 略称：快適環境形成機

能維持増進森林 、 保健文 機能 維持増進を図 た 森林施業を推進す

き森林 略称：保健文 機能維持増進森林 を積極的 計画的 実施す こ

と 必要 適 と見込ま 森林 区域 いて、 複 含 て設定す こと

とします
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各機能別の区域の設定基準

水源 涵養 機能 ム集水区域や主要 河川 流 置す 水源地周辺 森林、地域
用水源として 要 た 池、湧水地及び渓流等 周辺 存す 森林 、

水源 養保安林、 害防備保安林等

土地 関す 災害 防 山腹崩壊等 人命 人家等施設 被害を及 すおそ あ 森林
及び土壌 保全 機能 、土砂 流出、土砂 崩壊 防備そ 他山地災害 防備を図 必要

あ 森林 、土砂流出防備保安林、土砂崩壊防備保安林等

快適 環境 形成 機能 日常生活 密接 関わ を持ち生活環境を保全す 森林 、風害 水
害 害等 防備保安林等

保健文 機能 史跡、 勝等 所在す 森林、潤い あ 自然 観や歴史的風致を構
成す 森林、地域 民 保健 教育的利用等 適した森林、保健保安林、
風致保安林、原生的 森林生態系、希少 生物 生息 生育す 森林、
陸域 水域 また 特有 生物 生息 生育す 森林、土地固有 自
然条件等 適した様々 生育段階や樹種 構成さ 森林

注 生物多様性保全機能 いて 、伐採や自然 く乱 時間軸を通して常

変 し 、一定 広 おいて様々 生育段階や樹種 構成さ 森林 相

互 関 し 発揮さ 機能 あ 、原生的 森林や希少 生物 生育 生息す 森

林 属地的 発揮さ を除き、区域設定 対象と し い とします

イ 森林施業の方法に関する指針

ア 水源の涵養の機能

育成 層林

現況 育成 層林と ってい 森林 いて 、伐採 伴う裸地

影響を軽減す た 、皆伐面積 規模 縮 や 散をす 、伐期 長期

を図 こととします

また、急傾斜 森林又 成長 い森林 いて 、育成複層林 誘

す こととします

育成複層林

現況 育成複層林と ってい 森林 いて 、引き続き育成複層林とし

て維持す ことを基 とします

また、特 、機能 発揮 求 森林 伐採 、適 伐区 形状

配置とす こととします

天然生林

現況 然生林と ってい 森林 うち、機能 維持発揮 た 続的

維持管理 必要 森林や、針葉樹 層林 在し、 続的 資源利用 見

込ま 広葉樹等 森林 いて 、更新補 作業等 育成複層林 誘

す こととします

お、伐採面積 規模を縮 した皆伐を推進す き森林を次 とお 定

こととします
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次 条件 い 該当す 森林
。a) 地形

標高 高い地域
傾斜 急峻 地域
谷密度 大きい地域
起 大きい地域
渓床又 河床勾配 急 地域
掌状型集水区域

。継) 気象
均又 季節的降水 多い地域

短時間 強い雨 降 頻度 高い地域
。止) そ 他

大面積 伐採 行わ ち 地域

イ 土地に関する災害の防止機能及び土壌の保全の機能、快適 環境の形成の機

能、保健文 機能

育成 層林

伐採 伴う皆伐面積 縮 や 散をす とと 、長伐期施業を行うこと

とします また、急傾斜 森林又 成長 い森林 いて、育成複層林

誘 す 場合 、択伐 複層林施業を行うこととします

育成複層林

特 機能 発揮を図 森林 いて 、択伐 複層林施業を行うこと

とし、そ 外 森林 いて 、樹 植 等を実施して複層林施業を行う

こととします

天然生林

森林施業 方法 ア 然生林と 様とします

お、保健文 機能 維持増進を図 た 森林施業を推進す き森林 う

ち、特 、地域独自 観等 求 森林 おいて、風致 優 た森林

維持又 造成 た 特定 樹種 広葉樹を育成す 森林施業を行うこと 必

要 場合 、当該樹種 保残又 後 樹 確保、若しく 植 を行うこととし

ます

木 等生産機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべ 森林の区域の基準

及び当該区域に ける森林施業の方法に関する指針

ア 区域の設定の基準

木 等生産機能 維持増進を図 森林 区域 、林木 生育 良好 森林 地

形、地理等 効率的 森林施業 能 森林 区域 いて設定す とし

１ 機能と 複す 場合 、 益的機能 発揮 支障 い う 努

こととします
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イ 森林施業の方法に関する指針

ア 育成 層林

現況 育成 層林と ってい 森林 うち、成長 比較的高く傾斜 緩や

場所 置す いて 、木 等生産機能 発揮を期 す 育成

層林として確実 維持し、資源 充実を図 こととします こ 場合、長伐期

や短伐期 多様 伐期 伐採を行うとと 、確実 更新を図 こととしま

す

また、一般用 生産を目標とす 場合 、伐採 方法 皆伐、良質 生産

場合 択伐を基 とし、第 示す植 確実 更新、 保育及

び間伐等 実施、 路網整備、森林施業 集約 機械 等を通 た効率

的 森林整備を推進す こととします

お、急傾斜地やせき悪地等 生育す 森林 いて 、間伐又 帯状 群

状 択伐 効率的 育成複層林 誘 す こととします

イ 育成複層林

森林施業 方法 、 １ イ イ 育成複層林と 様とし、一般

用 又 良質 生産を目標とす 場合 伐採 方法 択伐とし、適 伐区

形状 配置等 長伐期施業 入す こととします

ウ 天然生林

然生林として維持す とし、一般用 生産を目標とす 場合 、長

伐期施業を 入す とと 、伐採 方法 択伐とし、多様 木 需要 応

た持続的 安定的 木 生産 能 資源構成と う努 こととしま

す

お、造林等 施業 方法 、育成 層林又 育成複層林 準 ます

林 等の開設その他林産物の搬出に関する事項

１ 林 の開設及び改良に関する基本的 考え方

林 開設 いて 、傾斜等 自然条件、事業 まとま 等地域 特性 応

て、環境 荷 減 配慮し、木 搬出や多様 森林 誘 等 必要 森

林施業を効果的 効率的 実施す た 、一般車両 走行を想定す 林 、

主として森林施業用 車両 走行を想定す 林業専用 、集 や造 等 作業

を行う林業機械 走行を想定す 森林作業 路網と林業機械を組

合わせた、 コス 効率的 作業シス ム 対応した とします

また、林 等 開設 当たって 、森林 利用形態や地形 地質 応 た林業専

用 を 入す 、 簡易 規 構造を 軟 選択す とと 、自然

条件や社会的条件 良く、将来 わた 育成 層林として維持す 森林を主体

整備を加 させ 、森林施業 優 応 た整備を推進す こととし

ます
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基幹路 の現状 H.31.3.31現在 延長：ずm

区 路 線 数 延 長

幹線路網 187 480普0

うち林業専用 １ 」普0

効率的 森林施業を推進するための路 密度の水準及び作業システムの基本的

考え方

森林施業 、対象森林 植生状況 と 、当該森林 地形条件、特 、傾斜

そ 効率 さ こと 、傾斜区 応 た作業シス ム及び路網

密度を次 表 とお 定 こととします

効率的 森林施業を推進するための路 密度の水準 路網密度：ｍ／ｈａ

区 作業シス ム 路網密度

基幹路網

緩傾斜地 ま～15ま 車両系作業シス ム 100 」5

中傾斜地 15ま～」0ま 車両系作業シス ム 75 「5

架線系作業シス ム 「5 「5

急傾斜地 」0ま～」5ま 車両系作業シス ム 60 15

架線系作業シス ム 15 15

急 峻 地 」5ま～ 架線系作業シス ム

路 整備 併せ 効率的 森林施業を推進する区域 路 整備等推進区域 の基

本的 考え方

路網整備等推進区域 、林 や を幹線として、森林経営計画区域及び当該区

域 木 搬出エ アを勘案して、。「) 路網密度及び作業シス ム 適合す う

設定す こととします

路 の規 構造に い の基本的 考え方

ア 林

林 開設等 当たって 規 構造 いて 、 林 規程 昭和48

１日付け48林 第107号林 庁長官通知 こととします

イ 林業専用

林業専用 、幹線と 林 を補完し、森林作業 と組 合わせて森林施業

用 供す こと 、森林施業 イン や森林作業 と 岐 等を考慮し

、地形 地質 安定してい 箇所を通過す う選定す とと 、 通
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自動車 10 ン積程度 ク や大型ホイ イ ワ 輸 能力

応 た とします

また、路網整備 あたって 、 青森県林業専用 作設指針 成「」 18

日制定 則 開設す こととします

ウ 森林作業

森林作業 、土工 縮減を通 た作設経費 抑制を図 観 等 、作業

シス ム 応 た必要最 限 規 とす とし、地形や地質等 自然条件を

勘案し、路線を選定す とと 、林業機械 ン積程度 クを含

走行を想定した とします

また、路網整備 あたって 、 青森県森林作業 作設指針 成「」 18

日制定 則 開設す こととします

更新を確保するため林産物の搬出方法を特定する森林の所在及びその搬出方法

制限林 外 森林 あって、地形、地質、土壌等 関 断して搬出方法を

特定し け 土砂 流出又 崩壊を引き起こすおそ あ 、森林 更新 支

障を生 と認 森林とします

当計画区 該当あ ませ

その他必要 事項

伐採木 集積場として使用す 土場 いて 、集 距 や搬出 効率性等を考

慮し、適 配置す こととします

委託を受け 行う森林の施業又 経営の実施、森林施業の共 その他森林施業の

合理 に関する事項

１ 森林の経営の受委託等に る森林経営の規模の拡大及び森林施業の共 に関す

る方針

ア 森林の経営の受委託等に る森林経営の規模の拡大に関する方針

森林 経営 委 等 森林経営 規模 大を図 た 、 在 森林所有

者を含 森林所有者等 及 啓発活動を強 し、森林施業 委 を推進す

とし、森林施業や森林 経営 等を担う森林組合等林業事業体 対す 、

経営方針 明確 、経営管理 施業 合理 、経営基盤 強 を 進す ことと

します

また、森林組合等林業事業体 対して情報 提供や 言、あっせ 等を行うこ

と 、森林経営 委 を推進す こととします

イ 森林施業の共 に関する方針

流域林業活性 ン 等を活用して、森林所有者等 合意形成、施

業実施協定 締結 進等を行うこと 、共 して行う森林施業 推進体制

を整備す こととします



「7

また、森林所有者等 施業 進及び森林組合等施業を す 者

森林施業 共 を推進す こととします

ウ 国 林 の連携

民有林と国有林 連携 路網整備 基盤整備とと 、伐採 植 、保

育、間伐 森林整備を推進す こととします

また、路網整備や森林整備 おけ 技術交流を 進す こととします

森林経営管理制度の活用の促進に関する方針

森林所有者 自 経営管理を行え い森林 いて、市 経営管理 委 を

け、林業経営 適した森林 意欲と能力 あ 林業経営者 再委 し、適さ い

森林 いて 市 自 経営管理を実施す 森林経営管理制度 いて、中心

的 役割を担う市 を支援し、制度 活用 努 こととします

林業に従事する者の養成及び確保に関する方針

林業 従事す 者 養成及び確保 いて 、森林組合等 林業事業体 おけ

用関 明確 、 用 安定 及び他産業並 労働条件 確保等 用管理 改

善を推進す とと 、青森県林業労働力確保支援 ン 県内外

林業就業相談対応や、青森県森林組合連合会 国 緑 用事業 を活用して

実施してい 担い手育成 た 研修等と連携を図 、キャ ア形成を

進す こととします

また、森林組合等林業事業体 経営方針 明確 、事業 安定的確保、合併

協業 等事業 合理 等 経営体質 強 を推進す こととします

作業システムの高度 に資する林業機械の導入の促進に関する方針

ア 高性能林業機械の導入促進

森林施業 効率 、労働強度 軽減、安全作業 確保、環境 荷 減 配

慮し 、非皆伐作業 対応した高性能林業機械 入を 進す こととしま

す
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イ 機械作業システムの目標

地形、経営形態等地域 特性 応 た指向す き機械作業シス ム 一般的

目標 次 とお とします

地 形 均集 距 機 械 作 業 シ ス ム
路網密度

急傾斜地 ～「5ｍ 伐木 木寄せ 造 集

175ｍ景ha～ ン ⇒ ⇒ ⇒ ワ

ス ン ⇒ ス ⇒ ワ

～100ｍ 伐木 集 造

。44ｍ景ha～) ン ⇒ スイン ⇒

～「00ｍ 伐木 集 造

。「「ｍ景ha～) ン ⇒ ワ ⇒

「00ｍ～ 伐木 集 造

。～「「ｍ景ha) ン ⇒ 集 機 ⇒

緩傾斜地 伐木 造 集

ス ⇒ ワ

林産物の利用促進のための施設の整備に関する方針

森林所有者等 木 製造業等 木 安定的 引関 確立 た 、 扱

や多様 需要 対応 き う原木市場を相互 結 情報 ワ クや、原木を

山土場 直接加工側 搬 す シス ムを構築し、品質や性能 明確 、需要者

即した木 製品を安定的 供給 き 体制を整備す とと 、原木市

場及び加工施設 整備を推進す こととします

その他必要 事項

都市 民を中心とした ン者等 定 進を図 た 、山 地域 生活

環境 整備を 進し、林業 新規就業と必要 知識 技術 習得等を推進す こ

ととします
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第 森林の保全に関する事項

１ 森林の土地の保全に関する事項

１ 土地の形質の変更に当た 留意すべ 事項

林地 保全 支障を及 さ い う森林 適 保全と利用と 調整を図 こと

とし、地域 おけ 飲用水等 水源として依存度 高い森林や安全 潤い あ 居

環境 保全及び形成 要 役割を果たしてい 森林 他用途 転用 、極力

避け こととします

また、土石 、盛土を行う場合 、気象、地形及び地質等 自然条件、地

域 おけ 土地利用、森林 現況、土地 形質 変更 目的及び内容を総合的 勘

案し、実施地区 選定を適 行うこととします

さ 、土砂 流出又 崩壊、水害等 災害 発生を た し、又 地域 おけ

水源 確保、環境 保全 支障を来すこと い う、そ 態様 応 、法面

緑 、土留工等 防災施設及び貯水池等 設置並び 環境 保全等 た 森林

適 配置等、適 措置を講 こととします

樹根及び表土の保全その他森林の土地の保全に特に留意すべ 森林の地区

森林 施業及び土地 形質 変更 当たって、森林 土地 保全 留意す き事

及び所在 いて、次 とお 定 ます

面積野ha

市 地 区 面 積 留意す き事 備 考

総 数 「6,517

戸 市 戸市1、4「、4」、45、16」、165 9「「 水源涵養、土砂 水 64」
郷 91-1、91-「、9」、10「、110、114～1「0、1「「 流出防 等 機能 土流 160

～1「4、1」「～1」4、1」7、14「-「、14」-1、14」-「 を維持増進す た 土崩 0
、森林内 地表 飛砂 」4

や土壌 く乱及 保健 8「
び林床 破壊 防 砂防 」

を厳 す

戸 94、95、99、10「～1「0、1「4、1「6、1「7、1」0、1」」、1」8、 1,944 として、伐採 あ 水 1,「98
1」9、14「、145、15」～159、161～176、178～180、18「 たって 択伐、 土流 4」7
～188、190、19」、196、198、199、「0「 区画皆伐、等高線 土崩 8

方向 交互帯状皆 害 110
伐等 適 施業 風致 19
望ましい 保健 65

砂防 6
急傾斜 1

五 戸 五戸 「8、「9、」1、94、96～105、106-「、118、119、 856 水 688
1「4、1」1、1」」、175、181 土流 11」
倉石 146、151、15」、154、158、167 土崩 9

害 「「
保健 「「
砂防 「
急傾斜 0



」0

面積野ha

市 地 区 面 積 留意す き事 備 考

田 子 1-1、」、5、7、10、11、1」～「「、「4～「8、4」、44、47 「,600 水源涵養、土砂 水 1,910
～50、51～54、58-1、58-「、59、69、70、71、7」 流出防 等 機能 土流 「64
～77、79、80、8」、85～87、91、9」、96、98、99、100、 を維持増進す た 土崩 9
101-「、10」、105～110 、森林内 地表 保健 」87

や土壌 く乱及 砂防 「7
び林床 破壊 防 急傾斜 」

を厳 す

として、伐採 あ

部 川 4～10、1「、18～「0、」7、」8、」9、40～4「、51、 1,749 たって 択伐、 水 96」
5「、5」～54、64、65 区画皆伐、等高線 土流 50「

部 66～7」、77～8「、85、88～9「 方向 交互帯状皆 土崩 「「
福地 」6、」8～41、51、5「 伐等 適 施業 害 164

望ましい 保健 」9
砂防 50
急傾斜 9

階 「6」、「64、「70、「71、「74、「9「、「9」、」06、」「8～」」「、」」5、 「,491 水 「,」48
」」6、」」8、」40～」48、」54、」59、」60～」6」、」66～」70、 害 70
」7「～」76、」81～」9「 防火 4

保健 69

新 郷 1、4-1、4-」、7、10～1」、16、17～」4、」6～4」、46、48 」,596 水 」,「19
～50、5「～76、78-1、78-「、80、8「～85、87、114、116 土流 1」7

土崩 5
害 4

5
保健 「「6

十和田市 十和田市1～1「、18、「6～「8、」0、」「、」7、46～49、5」 6,596 水 」,901
～55、61、64、65-1、66、78、81、95、100～119、1「8、1「9、 土流 1,「49
1」4、1」7、1」9、149、15「、154、165～168、171-1、171-「、 土崩 1
17」-1、174-「、179、181～196 防風 「1

十和田湖 197-1～198-」、199、「0」、「04、「06 害 65
～「1」、「17、「18、「「」、「「5、「「7、「」0-1、「」0-「、「」」、 落石 1
「」5、「」7、「」9～「48、「50、「54、「59、「60、「61-1 防火 5

保健 1,197
砂防 156

沢 市 1、「-1、」～5、1「、15～17、19、「7、「8、」5 1,114 土流 1
飛砂 578
防風 16
害 61

潮害 4
保健 454

辺地 56、57-1、57-」～57-5、58、59-1、59-「、60、6」-1、80、 6「」 水 「1
87、90 土流 4」0

飛砂 1「1
防風 11
害 「0

保健 「0
急傾斜 0
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面積野ha

市 地 区 面 積 留意す き事 備 考

七 戸 七戸 6「、64、74、78、80、84～86、88、89、91、9」、 水源涵養、土砂 水 1,1」」
10」～108、11「～115、117、118、1「「、1「」、1「5、1「9、1,」01 流出防 等 機能 土流 「4

1」0140-1、144、145、148～149-4、154、161、16」 を維持増進す た 土崩 」
間林 」、9、10、「」、48 、森林内 地表 防風 「1

や土壌 く乱及 害 58
び林床 破壊 防 保健 58

を厳 す 砂防 4
として、伐採 あ 急傾斜 0
たって 択伐、

戸 67、91、95-「 6」 区画皆伐、等高線 土流 6」
方向 交互帯状皆 土崩 0
伐等 適 施業

浜 1-1、1-「、」、4、7、11、1「、14、15-1、16、17 576 望ましい 土流 14「
土崩 0
防風 11
飛砂 」」7
保健 86

東 東 91～97-1、98-1～99-」、100、101、105、 1,「」5 水 64
107-」、109-1、109-「、110-1、118、1「1、1」0、1」5、 土流 1,084
1」6-1、140-「、146、147 土崩 4

174-1 防風 1」
害 1」

保健 57

ケ所 19-1、19-「、19-4、「0-1、「0-「、「1、「4～「6、「8、」0、」「、 666 土流 「91
」6-」、」7-「、」8-1、」9、40-1、4「-1～4「-5、45、49-「、54 土崩 0

飛砂 「「9
防風 86
害 」8

保健 18
砂防 4

おい せ 百石 45、47 185 飛砂 9「
防風 1
潮害 「
魚 き 1
保健 89
急傾斜 0

注１ 制限林 種類 略 とお あ

水 ＝水源 養保安林 土流＝土砂流出防備保安林 土崩＝土砂崩壊防備保安林

飛砂＝飛砂防備保安林 防風＝防風保安林 潮害＝潮害防備保安林

害＝ 害防備保安林 ＝ 防 保安林 落石＝落石防 保安林

防火＝防火保安林 魚 き＝魚 き保安林 保健＝保健保安林

風致＝風致保安林 砂防＝砂防指定地 急傾斜＝急傾斜地崩壊危険区域

備考欄 数 複す 制限林面積 す

森林 所在 、当該林班 全部又 一部 該当す 、そ 細 森林簿 ます
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森林の土地の保全のため林産物の搬出方法を特定する必要のある森林及びその搬

出方法

当計画区 該当あ ませ

保安施設に関する事項

１ 保安林の整備に関する方針

地域 おけ 森林 関す 自然条件、社会的要請及び保安林 配備状況等を踏ま

え、水源 涵養、災害 防備、保健 風致 保存等を目的とした保安林 配備を計

画的 推進す とと 、必要 応 て指定施業要件を見直し、そ 保全を確保す

こととします

保安施設地区の指定に関する方針

保安施設地区 、水源 涵養、土砂 流出防備、飛砂 防備等 保安林 目的を

成す た 、森林 造成若しく 維持 必要 事業を行う必要 あ と認

とき 、そ 事業を行う 必要 限度 おいて指定す こととします

治山事業の実施に関する方針

森林 維持造成を通 て、自然災害 地域 民 生命 産を 、県土 保

全を図 た 、緊急 計画的 実施を必要とす 荒廃地等を対象として、植 及

び 数調整伐等 保安林 整備並び 渓間工、山腹工等 山施設 整備を行うこ

ととします

また、関 機関 連携した 組 や地域 おけ 避難体制 整備 減災 向け

た効果的 対策を講 とと 、コス 削減や豊 環境 く 配慮す

とします

特定保安林の整備に関する方針

指定 目的 即して機能してい いと認 特定保安林 うち、 急 施業

を実施す 必要 あ 森林を要整備森林とし、森林 現況等 応 て必要 施業を

行うこととします

その他必要 事項

保安林 適 管理を確保す 、地元 民 理解 協力 あ こ

と 、保安林制度 一層 及啓発と 透 努 とと 、標識 設置 更

新等を適 行うこととします

鳥獣害の防止に関する事項

鳥獣害防 森林区域 基準及び当該区域内 おけ 鳥獣害 防 方法 方針 、

市 森林整備計画 おいて当該区域及び当該区域内 鳥獣害 防 方法を定

規範として定 こととします
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鳥獣害防止森林区域の基準及び当該区域内 お る鳥獣害の防止の方法 関す

る方針

ア 区域の設定の基準

鳥獣害防止森林区域 設定 関 基準 い 成「8 10 「0日付け「8

林整研第180号林野庁長官通知 基 ン 等 対象鳥獣 別 当

該対象鳥獣 森林被害 状況 確認 全国共通 デ タ等 鳥獣

害 防止 た 措置 実施 森林 区域 設定 こ ま

イ 鳥獣害の防止の方法 関する方針

森林 適確 更新及び造林木 確実 育成 図 た 地域 実情 応

対象鳥獣 別 被害防止 効果 考え 方法 植栽木 保

護措置又 捕獲 鳥獣害防止対策 推進 県 関係機関 他

国や市 村 森林組合 狩猟関係者 森林所 者等 連携 た対策 推進 こ

鳥獣保護管理施策や農業被害対策等 連携 調整 努 こ ま

その他必要 事項

鳥獣害防止森林区域 い 防護柵や幼齢木保護具等 対策 対象鳥獣 被

害防止 効 適切 実施さ い 確認 た 現地調査や各種会議

情報交換 森林組合や森林所 者等 情報収集等 努 こ ま

森林病害虫の駆除及び予防その他の森林の保護 関する事項

森林病害虫等の被害対策の方針

本計 区 南部 い 確認さ い 松くい虫被害 い 被害地域以

外 拡大 防止 た 被害木 駆除 徹底 ほ 被害木 早期発見 た

巡視活動 強 関係機関 連携 効果的 迅 取 組

森林所 者や地域住民 協力 得 う 県 ム 等 利用 た普及

啓発 努 こ ま 被害予防対策 媒介虫 活動期 け マ

ツ 伐採 避け こ ま

また 現在 本計 区 い ラ枯 原因 ノ クイム

森林被害 確認さ いませ 隣県 岩手県 被害 拡大 上 い

ま こ た 関係機関 連携 た計 的 巡視活動等 努 ま 被害 発生

確認さ た場合 や 防除活動 行う 森林所 者や地域住民

協力 得 う 県 ム 等 利用 た普及啓発 努

ま

鳥獣害対策の方針 掲 る事項を除く

本計 区 い 鳥獣 大 森林被害 確認さ いませ 近隣県

被害 報告さ い ン 目撃情報 本計 区 増加 い こ

国や市 村 森林組合 狩猟関係者 森林所 者等 連携 目撃情報 収
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集 努 、適 対応す こととします

一方 、 生鳥獣と 共存 配慮し、実 成 広葉樹を育成した針広混交林等

多様 森林 維持造成を図 こととします

林 火災の予防の方針

林 火災を 然 防 す た 、林内歩 等 整備を図 、森林火災 防

巡視員等と 連携 森林巡視 強 、山火事防 や県 ホ ム

を利用した山火事防 啓発活動を進 ます

また、森林所有者等 、森林病害虫 駆除等 た 火入 を実施す 場合

おいて 、市 森林整備計画 定 留意事 従う必要 あ こと 、

及啓発 努 こととします
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第 保健機能森林の整備に関する事項

森林 有す 保健機能を高度 発揮させ た 、森林 施業及び森林 利活用 供

す 施設 整備を一体的 計画的 推進す こととします

１ 保健機能森林の区域の基準

保健機能森林 区域 設定 あたって 、次 要件をす て満たしてい 森林を対

象とす こととします

お、区域 基準 、市 森林整備計画 おいて保健機能森林 区域を定

規範として定 こととします

１ 湖 、渓谷等と一体と って優 た自然美を構成してい 森林

地域 実情、そ 森林 利用者 意向等 て、森林施業と施設とを一体的

計画的 整備し、森林資源 総合利用を 進す こと 適当 あ 森林

森林施業 担い手 存在し、森林 有す 保健機能を高度 発揮させ た 森

林施業 能 あ 森林

保健機能森林区域内の施業の方法に関する指針

保健機能森林 施業 いて 、森林 保健機能 他、水源 涵養及び県土保全等

機能 増進を補完す 役割 あ こと 、自然環境 保全及び森林 有す 諸機

能 保全 配慮し 、択伐施業、広葉樹育成施業等多様 施業を積極的 実施す

こととします

お、施業 方法 関す 指針 、市 森林整備計画 おいて保健機能森林 区

域内 施業を行う 規範として定 こととします

保健機能森林区域内に ける森林保健施設の整備の指針

森林保健施設 整備 当たって 、自然環境 保全、県土 保全及び文 保護

配慮し 、地域 実情、利用者 意向等を踏まえて多様 施設 整備を行うこと

とします また、施設 設置等 当たって 、森林 有す 諸機能 著しい支障を

え い う配慮す こととします 併せて、市 森林整備計画 おいて、対象森林

樹冠を構成す 立木 期 均樹高 そ 立木 標準伐期齢 したとき 期 さ

樹高、既 標準伐期齢 してい 立木 あって そ 樹高 を定 ことと

します

お、保健施設 整備 指針 、市 森林整備計画 おいて行う 規範として

定 こととします

その他必要 事項

保健機能森林 管理 運営 当たって 、自然環境 保全 配慮し 、保健機能

増進 図 う、地域 実情、利用者 意向等を踏まえて、森林及び施設 適

管理、防火体制、防火施設 整備並び 利用者 交通安全等 確保 留意す こ

ととします

お、保健機能森林 設定、整備等 当たって 、当該森林 確保さ てきた

自然環境 保全や国土 保全 適 配慮を行うこととします
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第 計 等

１ 伐採立木 積 積：千ｍ
」

今期計 の考え方

期計画 、森林資源 利用期を迎えてい ことや、計画区内 戸 おけ 大

型木 加工施設 張や木質 イ マス発電等 木 需要増 対応す ことや、森

林資源 保続等を踏まえた間伐 積極的 推進 、主伐、間伐併せた伐採 を前

期計画と比較し、16％増としています

間伐面積 面積：ha

今期計 の考え方

期計画 、 伐採立木 積 間伐 を ク 当た 均伐採 積 間

伐 除した値としています

間伐面積

,

前半５ 年 計画量 ,

区 分

総 数

総

数

針
葉
樹

広
葉
樹

総

数

針
葉
樹

広
葉
樹

総

数

針
葉
樹

広
葉
樹

, , , , , , －

前半５ 年
計画量

, , , , －

総 数

区 分 総 数 主 伐 間 伐
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人工造林及び天然更新別の造林面積 面積：ha

今期計 の考え方

期計画 、伐採計画 増加や造林 済地 増加を考慮し、前期計画 比較し、人工

造林 おいて 「8％増、 然更新 おいて 4「％増としています

人工造林 天然更新

, ,

前半５ 年 計画量 , ,

区 分

総 数
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林 の開設又 拡張に関する計
［開設］

開設
拡張

種類 区分 位置 路線名
延長及び
箇所数

利用区域
面積

前半５カ年
計画箇所

対図番号 備考

戸市 笹子 . －

和山 . －

小計 路線 . 箇所

戸 大片貝 . －

大工窪 . －

石 沢 . －５

地蔵沢 . －

小計 路線 . 箇所

子 遠瀬比良根 . －

岸萩相内沢 . －

大坊向 . －

茂市桜 . －

大和 . －

細 深山 . －

獅々内蝦夷 . －

川 線 . －

地線 . －

相米線 . －

小計 路線 . 箇所

部 内 沢 . －

志民 . －

大渡 . －

獅子鼻 . －

梨子ノ木・ 米内 . －

又 . －

小計 路線 . 箇所

新郷 宿ノ沢 . － ５

赤萩 . －

間木ノ . －

子沢 . －

久保 . －

小計 路線 . 箇所
開設 自動車 十和 市 梅 . ○ －

中 . ○ －

ツ又 . ○ －

大 ・惣辺 . ○ －

東 日山 . －５

矢神 . －

第 森ノ越 . －

樽石 . －

第 ノ沢 . －

梅山ノ . －

水無 . －

蓬 . －

高森 . －

ツ沢 . －

沢頭 . － ５

第 山屋 . －

第 長沢 . －

第 黄瀬 . －

林業専用 大 牧 . －

林業専用 森ノ越 . －

向 . －

第 大 . －

第 夏間木 . －

石倉 . －

川尻 . － ５

林業専用 山谷支線 . －

糀森 . －

第 山谷 . －

林業専用 第 備 . －

林業専用 長沢 . －

小計 路線 . , 箇所

開設 自動車

開設 自動車

開設 自動車

単位 延長km 面積：ha

開設 自動車

開設 自動車
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［開設］

開設
拡張

種類 区分 位置 路線名
延長及び
箇所数

利用区域
面積

前半５カ年
計画箇所

対図番号 備考

辺地 土場川 . ○ －

馬門 . ○ －

林業専用 獅子沢 . ○ －

春木場沢 . ○ －

数牛 . － ５

第 槻ノ木 . －

小計 路線 . 箇所

七戸 第 銀 木 . ○ －

第 山館 . ○ －

山館天間 . ○ －

鷹ノ巣 . ○ －

第 僧 杜 . ○ －

上原子 . ○ －

堰 . ○ －

第 卒古沢 . ○ －

ノ沢 . ○ － ５

第 山館天間 . ○ －

第５ 掛 . －

第 地 . －

第５山館 . －

第 山館 . －５

地 . －５

地川 . －５

第 唐 . －５

第 銀 木 . －５

西 . －５５

槻木沢 . －５

小計 路線 . , 箇所

戸 内山 . ○ －５

四木 . ○ －５

高 . ○ －５

小計 路線 . 箇所

横浜 上イタヤノ木 . ○ －

大 . ○ －

長 . ○ －

小計 路線 . 箇所

東北 柵 . ○ －

枋木 . ○ －

長者久保 . ○ － ５

乙供 . ○ －

蓼内 . ○ －

小計 路線 . 箇所

路線 . , 箇所

十和 市 第 長根 . ○ －

湯ノ台 . ○ －

第 長根 . －

小計 路線 . , 箇所

路線 . , 箇所

開設計

開設
改築

自動車

開設 改築 計

単位 延長km 面積：ha

開設 自動車
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［拡張 改良 ］

開設
拡張

種類 区 位置 路線名
延長及び
箇所数

利用区域
面積

前半 カ
の計 箇所

対図番号 備考

八戸市 第 藤 拡 －

小計 路線 箇所

戸 大羽沢 拡 －

〃 山端 拡 －

〃 野瀬新田 拡 －

小計 路線 箇所

部 長谷 拡 －

〃 第 土山 拡 －

〃 矢立 拡 －

〃 栗ノ木沢 拡 －

〃 長谷 拡 －

〃 相西 拡 －

〃 広場 拡 －

〃 坊 沢 拡 －

〃 夏井沢 拡 －

小計 路線 , 箇所

階 寺 土折 , 拡 －

小計 路線 , 箇所

新郷村 二ノ倉 ○

小計 路線 箇所

十和田市 大 ○ 拡 －

〃 第 大 ○ 拡 －

〃 月ノ沢 ○ 拡 －

〃 中屋敷 ○ 拡 －

〃 䕃ヶ沢 ○ 拡 －

〃 長 ○ 拡 －

〃 柏木 ○ 拡 －

〃 小増沢 ○ 拡 －

〃 田 ○ 拡 －

〃 深持 ○ 拡 －

〃 夏間木 ○ 拡 －

〃 高森山 ○ 拡 －

〃 第 高森山 ○ 拡 －

〃 第 梅山 ○ 拡 －

〃 第 梅山 ○ 拡 －

〃 倉手 ○ 拡 －

〃 森ノ越 ○ 拡 －

〃 湯ノ台 ○ 拡 －

〃 沼ノ台 ○ 拡 －

〃 片渕川 ○ 拡 －

〃 猿倉 ○ 拡 －

〃 西の沢 ○ 拡 －

〃 林ノ 拡 －

〃 色内 拡 －

〃 長沢 ○ 拡 －

〃 山屋 拡 －

〃 滝ノ沢 ○ 拡 －

〃 第 高間木 拡 －

〃 長根

〃 第 長根

〃 舘

小計 路線 , 箇所

野辺地 寺ノ沢

〃 萠出

小計 路線

七戸 長久保 ○ 拡 －

〃 田唐 ,

〃 八栗

〃 銀 木

小計 路線 , 箇所

東北 清水目 割 , 拡 －

〃 添ノ沢

〃 民の森

小計 路線 , 箇所

路線 , 箇所

位 箇所数 箇所 面積ha

拡張 改良 計

拡張 改良 自動車道
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今期計 の考え方）

今期計 いて 林 開設（新設 林 密度向 た 比較的安価 早期開

設が 能な 林業専用 開設を推進してい が 森林整備事業 中 様 規

定額補 開設が 能な 林業専用 （規 相当 開設が増加してい こと

を鑑 前期計 と比較し 開設（新設 おいて 」4％減 開設（改築 おいて 「6

％減 拡張（舗装 おいて を計 しています

［拡張 舗装 ］

開設
拡張

種類 区分 位置 路線名
延長及び
箇所数

利用区域
面積

前半５ 年
計 箇所

対図番号 備考

戸市 上 坂 . 拡１－１

小計 路線 . 箇所

戸町 高堂 . 拡１－１

小計 路線 . 箇所

部町 沢山 . 拡１－ １

第 土山 . 拡１－

長谷 . 拡１－

広場 . 拡１－

坊 沢 . 拡１－ ５

小計 路線 . 箇所

階上町 寺 土折 . , 拡１－

小計 路線 . , 箇所

新郷村 木ノ間 . 拡１－

小計 路線 . 箇所

十和田市 一本松 . ○ 拡 － １

長沢 . ○ 拡 －

ノ台 . ○ 拡 －

色内 . ○ 拡 －

第 長根 . 拡 － ５

段ノ台 . 拡 －

川台 . 拡 －

第 高間木 . 拡 －

湯ノ台 . 拡 －

猿倉 . ○ 拡 －

西 沢 . ○ 拡 － １

小計 路線 . , 箇所

七戸町 山館天間 . ○ 拡 －
第 山館天間 . ○ 拡 －

小計 路線 . , 箇所

路線 . , 箇所
※　区分欄 空白 林道 す。

拡張 舗装 計

位　延長 km 面積 ha

拡張 舗装 自動車道

林道計画及び実績
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保安林整備及び治山事業に関す 計

）保安林として管理す き森林の種類別面積等

保安林として管理す き森林の種類別の計 期末面積

今期計 の考え方）

今期計 ､引 続 保安林 指定を推進し 森林 保全を確保していく必要があ

た 前期計 と総数（実面積 おいて としています

前半 ｶ年 計
面積

総数 実面積 , ,

水源涵養 ため 保安林 , ,

災害防備 ため 保安林 , ,

保健 風致 保存等 ため
保安林

, ,

※　総数欄 以上 目的 成す ため 指定さ 保安林があ ため 水源涵養 ため

　保安林等 内訳 合計 一致しない場合があ ます。

位　面積 ha

保安林 種類 面積 備考
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計 期間内において保安林の指定又 解除を相当とす 森林の種類別の所在及び

面積等

市町村 区域
前半 年
計 面積

郷中 山中

小計

倉石石沢駒袋

倉石中市久志森

倉石又 前田内沢

小計

遠瀬萱立場

小計

名久 東山

小計

戸来女ヶ崎

西越大谷地

小計

米田 日山

深持梶清水

深持梅家ノ

奥瀬

小計

寺ノ沢

上小中

小計

銀 木

小計

鶏ヶ唄

小計

田面木韮窪

坂 上鳥ノ木沢

櫛引 ヶ

櫛引艾田

小計

上

比良

元来

小計

倉石高谷

小計

法

小計

山

小計

向

小計

法 漆

法 小倉川原

小計

鮫島

小計

浜通

小計

有戸鳥

古明前

草橋

小計

深持梅山

小計

西後谷地

小計

位　面積 ha

指定／
解除

種類
森林 所在

面積
指定又 解除
必要 す 理

備考

水源 養

五戸町

田子町

部町

新郷村

十和田市

土砂流出防備保安林

戸市

指定

水源 養保安林

戸市

辺地町

七戸町

横浜町

計

土砂崩壊防備保安林

戸町

潮害防備保安林

戸市

保健保安林

十和田市

土砂 流出 防備戸町

五戸町

十和田市

計

土砂 崩壊 防備

新郷村

十和田市

計

衆 保健
おい せ町

計

潮害 防備

沢市

辺地町

計
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計 期間内において指定施業要件の整備を相当とす 森林の面積

）保安施設地区として指定す ことを相当とす 土地の所在及び面積等

当計 区 該当あ ませ

　　　　　 位　面積 ha

伐採 方法
変更面積

皆伐面積 変
更面積

択伐率 変更
面積

間伐率 変更
面積

植栽 変更
面積

水源涵
かん

養 ため 保安林 － － , , ,

災害防備 ため 保安林 － － , , ,

保健 風致 保存等 ため
保安林

－ － , , ,

計 － － , , ,

種　　類

指定施業要件 整備区分
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）実施す き治山事業の数量

市町村 区域
前半 年 計

地区数
戸市 市川町 森林整備

戸市 郷島 森林整備

戸市 渓間工 山腹工 森林整備

小計

戸町 豊川 山腹工

戸町 川 田 森林整備

戸町 渓間工 山腹工 森林整備

小計

五戸町 浅水 山腹工

五戸町 倉石又 渓間工 山腹工 森林整備

五戸町 渓間工 山腹工 森林整備

小計

田子町 田子 森林整備

田子町 遠瀬 渓間工

田子町 相米 山腹工 森林整備

田子町 渓間工 山腹工 森林整備

小計

部町 相内 渓間工

部町 赤石 山腹工

部町 渓間工 山腹工 森林整備

小計

階上町 道仏 森林整備

階上町 田 森林整備

階上町 渓間工 山腹工 森林整備

小計

新郷村 戸来 渓間工 森林整備

新郷村 西越 渓間工 山腹工 森林整備

新郷村 渓間工 山腹工 森林整備

小計

十和田市 滝沢 渓間工 山腹工､森林整備

十和田市 奥瀬 山腹工

十和田市 渓間工 山腹工､森林整備

小計

沢市 沢 防潮工､水路工､森林造成工 森林整備

沢市 防潮工､水路工､森林造成工 森林整備

小計

おい せ町 深沢 森林造成工､森林整備

おい せ町 川目 森林造成工､森林整備

おい せ町 森林造成工､森林整備

小計

辺地町 向田 防潮工､森林造成工 森林整備

辺地町 向田 防潮工､森林造成工

辺地町 森林造成工 森林整備

小計

横浜町 越 防潮工､森林整備

横浜町 向 防潮工､森林造成工 森林整備

横浜町 浜田 森林造成工 森林整備

横浜町 防潮工､森林造成工､ 工､除伐工

小計

七戸町 山 地すべ 施設修繕

七戸町 渓間工 山腹工､森林整備

小計

ヶ所村 出戸 森林整備

ヶ所村 森林整備

ヶ所村 倉内 渓間工

ヶ所村 森林整備

小計

　前期計 小計

　後期計 小計

合計

注１　治山事業施行地区数 実施箇所 林班 位 取 ま めた数 す。

　 　期間 前期 和 ～ 年度 計 該当す 地名 載し 後期 ～ 年度 計 市町村名 載し い

　　ます。

位　地区

森林 所在 治山事業施行地区数
主な工種 備考
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今期計 の考え方）

今期計 いて ､本県 近年 大規模災害 発生が殆 ないこと 山地

災害危険地区や過去 被災した箇所等 整備が計 お 進 最近 本県 配 さ

てい 国 予算を考慮しなが 計 期間 着実 整備 能な56箇所としています

要整備森林の所在、面積、実施す き施業の方法及び時期

当計 区 該当あ ませ

治山事業施行計画及び実績
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第７ その他必要 事

保安林その他制限林の施業方法

法 制限を けてい 森林 施業方法及び当該森林 所在 次 とお す

保安林

事項 基 準

１ （１ 主伐 係

ア 水源 涵養 風害 干害 防備をそ 指定 目的とす 保安林 あ
伐 て 原則として伐採種 指定をしない

イ 土砂 流出 土砂 崩壊 防備 飛砂 防備 潮害 衆 保健又
採 所若しく 旧跡 風 保存をそ 指定 目的とす 保安林 あ て

原則として択伐
ウ な 及び落石 危険 防止若しく 火災 防備をそ 指定 目的と

す 保安林 あ て 原則として伐採を禁止す
方 エ 伐採 禁止を けない森林 伐採をす ことが 立木 原

則として法第10条 ５第 項第 号 標準伐期齢 とす
法 （ 間伐 係

ア 主伐 係 伐採 禁止を けない森林 あ て 伐採をす ことが
箇所 原則として農林水産省 定 とこ 算出さ

樹冠疎密度が10 ８ 箇所とす
イ 主伐 係 伐採 禁止を け 森林 あ て 伐採を原則として禁

止す

（１ 主伐 係
ア 一 単位とさ 保安林等 おいて伐採年度 と 皆伐 伐採

伐 をす ことが 面積 合計 原則として当該 一 単位とさ
保安林等 う こ 係 伐採 方法として択伐が指定さ てい 森林

採 及び主伐 係 伐採 禁止を けてい 森林 外 面積 合計
相当す 数を農林水産省 定 とこ 当該指定 目的を
成す た 相当と認 樹種 当該指定施業要件を定 者が
法第10条 ５第 項第 号 標準伐期齢を基準として定 伐期齢 相

限 当す 数 除して得た数 相当す 面積を超えない とす
イ 地形 気象 土壌等 状況 特 保安機能 維持又 強 を図

度 必要があ 森林 いて 伐採年度 と 皆伐 伐採をす こと
が １箇所当た 面積 限度 農林水産省 定 とこ

そ 保安機能 維持又 強 を図 必要 程度 応 当該指定施業
要件を定 者が指定す 面積とす

ウ 風害 防備をそ 指定 目的とす 保安林 おけ 皆伐 伐採
原則として そ 保安林 う そ 立木 全部又 相当部 が法第

10条 ５第 項第 号 標準伐期齢 あ 部 が幅「0メ ル
わた 帯状 残存す こととな う す とす

エ 伐採年度 と 択伐 伐採をす ことが 立木 積 原
則として 当該伐採年度 初日 おけ 森林 立木 積 相当す 数

農林水産省 定 とこ 算出さ 択伐率を乗 て得た数
相当す 積を超えない とす

（ 間伐 係
伐採年度 と 伐採をす ことが 立木 積 原則として 当

該伐採年度 初日 おけ 森林 立木 積 10 」.5を超え
そ 伐採 そ 森林 係 第１号（ イ 樹冠粗密度が10 ８を

たとして 当該伐採年度 翌伐採年度 初日 起算しておお
５年 おいてそ 森林 当該樹冠疎密度が10 ８ 回復す こと
が確実 あ と認 範 積を超えない とす
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（１ 方法 係
満１年 苗を おお １ヘクタ ル当た 伐採跡地 的確

植 な更新を図 た 必要な として農林水産省 定 植 本数
割合 均等 す う 植 す とす

（ 期間 係
伐採が終了した日を含 伐採年度 翌伐採年度 初日 起算して 年

植 す とす
（ 樹種 係

保安機能 維持又 強 を図 経済的利用 資す ことが
樹種として指定施業要件を定 者が指定す 樹種を植 す とす

自然公園

区 施 業 方 法

特別保護地区 特別保護地区 森林 禁伐とす

第一種特別地域 （１ 第一種特別地域 森林 禁伐とす
た し 風 維持 支障 ない限 単木択伐を行うことが

（ 単木択伐法 次 規定 行う
ア 伐期齢 標準伐期齢（本計 Ⅱ 第 。「) 規定す 標
準伐期齢をいう 見合う年齢 10年 を加え とす

イ 択伐率 現在蓄積 10％ とす

第 種特別地域 （１ 第 種特別地域 森林 施業 択伐法 とす

た し 風 維持 支障 ない限 皆伐法 こと
が

（ 園計 基 く車 歩 集団施設地区及び単独施設
周辺（造林地 要改良林 薪炭林を除く 原則として
単木択伐法 とす

（ 伐期齢 標準伐期齢 見合う年齢 とす
（ 択伐率 用 林 おいて 現在蓄積 」0％ とし 薪炭

林 おいて 60％ とす
（５ 特 指定した風 樹 いて 保育及び保護

とす
（ 皆伐法 場合 そ 伐区 次 とお とす

ア １伐区 面積 ha とす
た し 疎密度 多く保残木を残す場合又 車 歩

集団施設地区 単独施設等 主要 園利用地 望
見さ ない場合 伐区面積を増大す ことが

イ 伐区 更新 ５年 を経過しなけ 連続して設定す
こと ない こ 場合 おいて 伐区 て 散
させなけ な ない

第 種特別地域 第 種特別地域 森林 全般的な風 維持を考慮して施業
を実施し 特 施業 制限を けない とす
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法 によ 施業について制限を受けてい 森林の所在及び施業方法

単位　面積野ha

市 区域。林班) 伐採方法 そ 他

八戸市 旧 郷 114～1「0,1「「～1「4,1」「～1」4 64」.」」

（保健 。8「.1「)

戸 157,159,161～175,178,179,18「～187, 1,「98.」1

 190,19」,198  

（保健 。5」.「「)

五戸 旧五戸 「8,97～105,106-「,118,119, 687.60

1「4,175

田子 14～「「,「4～「8,47,48,50,51,54,58, 1,910.」6

85,86,99,101-「,10」,105～108,110

（土流 。48.66)

（保健 。」67.「8)

部 旧 川 40～4「,5」～55,64,65 96」.18

旧 部 66,69～7」,77～8「,88,90,91

（保健 。16.96)

（砂防 。「7.96)

（県立第一 。「.10)

（県立第 。「41.45)

（県立普通 。1.68)

階 「6」,「64,「70,「71,「74,」「8～」」「,」」5 「,」47.99

」」6,」」8,」40～」48,」54,」59,」60～」6」,

」66～」70,」7「～」76,」81～」9「

（保健 。68.79)

（国立第一 。50.50)

（国立第 。1,810.「1)

新郷 4-」,1「,1」,16,17,「0～」1,」」,」6～」9, 」,「18.59

41,48,5」,55～76,78-「,8「,8」,85

（雪崩 。5.48)

（保健 。「「「.」」)

十和田市 旧十和田市1～1「,「6～「8,95, 」,901.44

100～119,179

旧十和田湖 197-1～198-」,199,「0」,

「「」,「「5,「「7,「」5,「」9～「47,「50,「59,

「60

（保健 。」」.00)

（砂防 。「8.16)

 。国立第 。0.「9)

 。国立第 。59.88)

 。史跡 勝 。7.84)

辺地 87 「0.7「

七戸 旧七戸 74,89,9」,104～108,11「～115 1,1」「.6「

117,1「9,1」0,140-1,144,145,148～149-4

旧 間林 「」

東 旧東 109-1 64.」7

（土流 。64.」7)

合計 16,188.51

（土流 。11」.0」)

（雪崩 。5.48)

（保健 。84」.70)

（砂防 。56.1「)

 。国立第一 。50.50)

 。国立第 。0.「9)

 。国立第 。1,870.09)

（県立第一 。「.10)

（県立第 。「41.45)

（県立普通 。1.68)

 。史跡 勝 。7.84)

種
類

森林 所在
面　積

施　業　方　法
備考

水

源

養

保

安

林

　本計 書Ⅱ 第7 1 保安林
表
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単位　面積野ha

市 区域。林班) 伐採方法 そ 他

八戸市 旧八戸市4「,4」,45,16」,165 159.88

旧 郷 91-1,91-「,10「,110,14「-「

14」-1,14」-「

戸 99,104～117,119,1「4,1」0,1」8,1」9,14「, 4」6.71

 145,15」,157,158,167,168,175,176,180,  

185-1,186～188,198,199

（保健 。4.66)

（風 。14.19)

（県立第一 。9.45)

（県立第 。41.96)

（県立第 。「「7.84)

五戸 旧五戸 「8,「9,」1,96,10」,175 11「.60

旧倉石 167

田子 1-1,7,11,1」,47～50,5「,5」,69,76,77,80, 「64.14

8」,9」,99

（水 。48.66)

（保健 。48.」0)

部 旧 川 4～10,18～「0,」7,54 50「.4」

旧 部 66～68,7「,79～8「,85,88,89

旧福地 」6,」9,40,41

（保健 。9.94)

（県立第一 。」.70)

（県立第 。」9.」8)

新郷 1,4-1,7,10,17～「1,「8,」1,」「,」4,」6～4」, 1」7.「9

46,48～50,5「,54,78-1,84,85,116

十和田市 旧十和田市11,」0,49,78,81,1「8,1「9, 1,「48.9「

1」4,1」7,1」9,149,15「,165,166,171-1,

17」-1,174-「,181～196

旧十和田湖 「04,「06～「10,「1「,「1」,

「17,「4」,「50,「60,「61-1

（保健 。1,16」.57)

（砂防 。68.58)

（国立第 。」.1」)

沢市 」5 1.16

辺地 56,57-1,57-」～57-5,60,6」-1 4「9.97

七戸 旧七戸 84～86,91,10」,11「,148 「4.49

旧 間林 」,10

六戸 91,95-「 6「.91

横浜 1-「 141.57

東 旧東 91～97-1,98-1～99-」,100, 1,08」.58

101,105,107-」,109-1,110-1,118,

1」6-1,146,147

（水 。64.」7)

（保健 。」7.99)

六ヶ所 「8,」「,」7-「,40-1,4「-1～4「-5 「90.60

合計 　 4,896.「5

（水 。11」.0」)

（保健 。1,「64.46)

（風 。14.19)

（砂防 。68.58)

（国立第 　 。」.1」)

（県立第一 　 。1」.15)

（県立第 。41.96)

（県立第 。「67.「「)

種
類

森林 所在
面　積

施　業　方　法
備考

土

砂

流

出

防

備

保

安

林

　本計 書Ⅱ 第7 1 保安林
表
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単位　面積野ha

市 区域。林班) 伐採方法 そ 他

八戸市 旧 郷 9」 0.「1

戸 99,10」,119,1「0,1「6,1」0,1」8,1」9,145, 8.」9

155,171

（干害 。0.「「)

（保健 。0.09)

五戸 旧五戸 94,1」」,181 8.8「

旧倉石 146,151,15」,154

田子 5,10,11,1」,4」,44,58-1,59,96,98 9.08

部 旧 川 1「 「「.41

旧 部 9「

旧福地 」8,41

新郷 11,「7,4「,48,80,87,114 4.65

十和田市 旧十和田湖 「18,「」」 0.76

七戸 旧七戸 88,10」,1「」,1「5,154 」.0」

六戸 67 0.「9

横浜 14 0.0「

東 旧東 109-「,110-1,1「1,140-「 4.「「

六ヶ所 」0,54 0.「6

合計 6「.14

（干害 。0.「「)

（保健 。0.09)

八戸市 旧八戸市1 」4.78

沢市 1,「-1,」～5,15,19,「7,「8 577.77

（保健 。」9「.47)

辺地 58,59-1,59-「 1「1.09

横浜 1-1,」,4,7,11,1「,14,15-1,16,17 」」7.0「

（保健 。77.71)

六ヶ所 「0-1,「4,」6-」,」8-1 「「8.77

（保健 。17.84)

おい せ 旧百石 45 91.7「

（魚 。1.17)

（保健 。88.71)

合計 1,」91.15

（魚 。1.17)

（保健 。576.7」)

十和田市 旧十和田市」「,5」,55,61,64,65-1,66 「0.87

沢市 1,「-1,16 16.44

辺地 60 10.65

七戸 旧七戸 1「「,161,16」 「0.85

横浜 15-1 11.47

東 旧東 109-「 1」.49

旧 174-1

（保健 。1「.8「)

六ヶ所 19-4,「0-「,「1,「5,「6,」8-1,」9,49-「 85.9」

おい せ 旧百石 45 0.6」

合計 　 180.」」

（保健 。1「.8「)

沢市 「8 」.54

 

おい せ 旧百石 45 1.70

合計 5.「4

種
類

森林 所在
面　積

施　業　方　法
備考

土

砂

崩

壊

防

備

保

安

林
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飛

砂

防

備

保

安

林

防

風

保

安

林

潮

害

防

備

保

安

林



5「

単位　面積野ha

市 区域。林班) 伐採方法 そ 他

戸 94,95,10「,145,154,155,156 110.5「

（土崩 。0.「「)

五戸 旧倉石 158 「1.67

（保健 　 。「1.67)

部 旧福地 51,5「 164.」1

階 「9「,「9」,」06 70.00

新郷 40 4.07

（保健 。4.07)

十和田市 旧十和田市」7,46,47,48,54,171-「 64.91

沢市 1「,17 61.「5

（保健 。61.「5)

辺地 90 「0.」9

（保健 　 。「0.」9)

七戸 旧七戸 80 57.78

旧 間林 9

（保健 。57.78)

東 旧東 1」0,1」5 1「.75

（保健 。6.0」)

六ヶ所 45 」7.8「

合計 　 6「5.47

（土崩 。0.「「)

（保健 。171.19)

新郷 59 5.48

（水 。5.48)

合計 5.48

（水 。5.48)

十和田市 旧十和田市18 0.55

  

  

合計 0.55

階 「64 4.46

十和田市 「07 5.「0

合計 9.66

おい せ 旧百石 45 1.17

（飛砂 。1.17)

合計 1.17

（飛砂 。1.17)

魚

保

安

林

種
類

森林 所在
面　積

施　業　方　法
備考

干

害

防

備

保

安

林
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雪

崩

防

止

保

安

林

落

石

防

止

保

安

林

防

火

保

安

林



5」

単位　面積野ha

市 区域。林班) 伐採方法 そ 他

八戸市 旧 郷 115,1「」,1「4 8「.1「

（水 。8「.1「)

戸 99,17」-1,17」-「,175 64.65

（水 。5」.「「)

（土流 。4.66)

（土崩 。0.09)

五戸 旧倉石 158 「1.67

（干害 。「1.67)

田子 16～「「,47,48 」86.81

（水 。」67.「8)

（土流 。48.」0)

部 旧 川 4「 」9.「5

旧 部 80,81

（水  。16.96)

（土流 。9.94)

（県立第  。」6.58)

階 」4」,」44,」45 68.79

（水 。68.79)

（国立第一 。16.「7)

（国立第 。5「.47)

新郷 40,59,60,6」,67～70 「「6.40

（水 。「「「.」」)

（干害 。4.07)

十和田市 旧十和田市181～196 1,196.57

旧十和田湖 「47

（水 。」」.00)

（土流 。1,16」.57)

（砂防 。68.「8)

沢市 「-1,」,4,1「,15,17,19,「7,「8 45」.7「

（飛砂 。」9「.47)

（干害 。61.「5)

辺地 90 「0.」9

（干害 。「0.」9)

七戸 旧七戸 80 57.78

旧 間林 9

（干害 。57.78)

横浜 14 85.9」

（飛砂 。77.71)

東 旧東 105,1」5 56.84

旧 174-1

（土流 。」7.99)

（防風 。1「.8「)

（干害 。6.0」)

六ヶ所 「0-1 17.84

（飛砂 。17.84)

おい せ 旧百石 45 88.71

（飛砂 。88.71)

合計  「,867.47

（水 。84」.70)

（土流 。1,「64.46)

（土崩 。0.09)

（飛砂 。576.7」)

（干害 。171.19)

（防風 。1「.8「)

（砂防 。68.「8)

（国立第一 。16.「7)

（国立第 。5「.47)

（県立第 。」6.58)

戸 11」 18.66

（土流 。14.19)

（県立第 。18.66)

合計 18.66

（土流 。14.19)

（県立第 。18.66)

保

健

保

安

林
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備考
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単位　面積野ha

市 区域。林班) 伐採方法 そ 他

八戸市 旧 郷 1」7 「.8「

戸 114,1「7,1」」,196 5.50

五戸 旧五戸 96 「.「1

旧倉石 154

田子 16,44,71,7」,74,75,79,85,87,91,96 「6.5」

100,109
部 旧 部 66,89～91 50.「9

（水 。「7.96)

十和田市 旧十和田市7,11,1「,18,154,167,168,18「 155.99

185,187,188,190,191,19「,19」

旧十和田湖 197-1,198-1,198-「,「0」,「04

「07,「08,「11,「1」,「」0-1,「」0-「,「」」

「」7,「40,「4「,「4」,「46,「47,「48

「50,「54

（水 。「8.16)

（土流 。68.58)

（保健 。68.「8)

（国立第 。1.48)

（国立第 。「.77)

七戸 旧七戸 6「,64,78,118 」.61

六ヶ所 19-1,19-「,「1 」.6「

合計 　 「50.57

（水 。56.1「)

（土流 。68.58)

（保健 。68.「8)

（国立第 。1.48)

（国立第 。「.77)

八戸市 旧八戸市「07 6.」7

（史跡 勝 。6.」7)

階 」4「,」44,」66,」69,」70,」85 50.50

（水 。50.50)

（保健 。16.「7)

合計 56.87

（水 。50.50)

（保健 。16.「7)

（史跡 勝 。6.」7)

八戸市 旧八戸市「05,「07 」5.44

（史跡 勝 。」5.44)

十和田市 旧十和田湖 「07,「45,「47,「61-「 188.05

「61-」,「61-4

（水  。0.「9)

（土流 。」.1」)

（砂防 。1.48)

（史跡 勝 。「8.88)

合計 「「」.49

（水  。0.「9)

（土流 。」.1」)

（砂防 。1.48)

（史跡 勝 。64.」「)

備考

砂

防

指

定

地

　青森県砂防指定地 おけ 行
関す 条例

国

立

園

第

1

種

特

別

地

域
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単位　面積野ha

市 区域。林班) 伐採方法 そ 他

八戸市 旧八戸市「07,「「5 」.7」

（史跡 勝 。1.04)

階 」「1,」「7～」」「,」」5,」」6,」」8～」48, 「,000.」1

」59～」6」,」65～」70,」7「～」76,」85,」86

（水 。1,810.「1)

（保健 。5「.47)

十和田市 旧十和田湖 「45,「47,「51～「58 790.56

（水 。59.88)

（砂防  。「.77)

（史跡 勝 。1」.08)

合計 「,794.60

（水 。1,870.09)

（保健 。5「.47)

（砂防  。「.77)

（史跡 勝 。14.1「)

八戸市 旧八戸市「07 1.」5

（史跡 勝 。1.」5)

合計 1.」5

（史跡 勝 。1.」5)

戸 109 9.45

（土流 。9.45)

部 旧 川 40 5.80

（水 旧 部 81 。「.10)

（土流 。」.70)

合計 15.「5

（水 。「.10)

（土流 。1」.15)

戸 109,11」 5「.01

（土流 。41.96)

（風 。18.66)

部 旧 川 4「 「.9「

旧 部 68

合計 54.9」

（土流 。41.96)

（風 。18.66)

戸 104,106,107～11「 」」「.0「

（土流 。「「7.84)

部 旧 川 」9～4「,5「 508.64

旧 部 68,77～81

（水 。「41.45)

（土流 。」9.」8)

（保健 。」6.58)

（急傾斜 。6.06)

合計 840.66

（水 。「41.45)

（土流 。「67.「「)

（保健 。」6.58)

（急傾斜 。6.06)

種
類

森林 所在
面　積

施　業　方　法
備考

国

立

園

第

種

特

別

地

域
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立
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その他必要 事

）制限林以外の森林の整備・保全に関す 事

林地開発許 制度 適 な実施 当該制度 一層 浸透 森林 残置及び造

成 確保を図 森林 有す 益的機能 維持発揮 た 森林 整備及び保全

を確保します

）公有林の整備に関す 事

県民環境林や市 有林な 地域 模範とな 有林 整備を適時適 推進す

こととします

単位　面積野ha

市 区域。林班) 伐採方法 そ 他

戸 106,11「 1.19

部 旧 部 68,77,78,81 9.57

（水 。1.68)

合計 10.76

（水 。1.68)

八戸市 旧八戸市「05～「07,「09～「11,「「7 「69.76

（国立第一 。6.」7)

（国立第 。」5.44)

（国立第 。1.04)

（国立普 。1.」5)

十和田市 旧十和田湖 「45,「61 41.「6

（水 。7.84)

（国立第 。「8.88)

（国立第 。1「.04)

おい せ 旧 田 6「 8.86

合計 」19.88

（水 。7.84)

（国立第 。64.」「)

（国立第 。1」.08)

（国立普 。1.」5)

戸 「0「 0.81

五戸 旧五戸 1」1 0.」4

田子 」,59,70,96 「.89

部 旧 川 6,10 8.68

旧 部 68

（県立第 。6.06)

辺地 80 0.16

七戸 旧 間林 48 0.」4

おい せ 旧百石 47 0.06

合計 　 1」.「8

（県立第 。6.06)

※　箇所別細部 森林簿

史

跡

勝

然

念

物

　文 財保護法

急

傾

斜

地

崩

壊

危

険

地

区

　急傾斜地 崩壊 災害 防止 関す

法

種
類

森林 所在
面　積

施　業　方　法
備考

県

立

自

然

園

普

通

地

域
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附 参考資料

１　森林計画区の概況

１ 市 村別土地面積及び森林面積

森林比率

　

　

, , , , .

戸 市 , , , .

戸 町 , , , , .

五 戸 町 , , , .

田 子 町 , , , , .

部 町 , , , .

階 上 町 , , , .

新 郷 村 , , , , .

十 和 田 市 , , , , .

沢 市 , , , .

辺 地 町 , , , , .

七 戸 町 , , , , .

戸 町 , , , .

横 浜 町 , , , , .

東 町 , , , , .

ヶ 所 村 , , , , .

お い せ 町 , , , .

　注 区域面積 国土地理院 成 年 １日現在

国有林面積 林 庁所管面積 た し 官行造林 計 外地 除 ます。

民有林面積 森林法第５条 対象 す 面積 す。

位未満 四捨五入 し い ため 総数 内訳 合計 一致しない場合があ ます。

市
町
村
別
内
訳

位　面積 ha 比率 ％

区 分

総 数

区 域 面 積

森 林 面 積

総　数　 国　有　林 民　有　林
×
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）地況

ア 気 候

最高 最 年 均

八戸 14.9 6.8 10.5 1,047.」 「7 4.」

戸 15.5 5.4 10.「 1,1」8.」 50 1.」

十和田 14.4 5.」 9.8 1,045.」 51 「.1

沢 14.「 6.6 10.「 1,107.「 - 「.0

辺地 1」.7 6.1 9.8 1,4「」.0 98 「.0
「008年
タを除く

注)１　気象庁アメ ス タ

　  　1989～「018年ま 年値

イ 地 勢

ウ 地質、土壌

　本森林計 区 奥羽山脈 東側 山岳地帯と 半島 十和田 八戸地方
発 してい 東部丘陵地帯 大別さ ます 山岳地帯 一端 烏帽子岳

。7「0m) 八幡岳。1,0「0m) 高田大岳。1,55「m) 駒ケ岳。1,416m) 御鼻部山
。1,011m) 戸来岳。1,159m)を経て 青森 岩手 秋田 県境 四角岳。1,0」」m)

奥羽脊梁山脈 東斜面 またが ています 主な河川 辺地湾 注
辺地川 角岳 八幡岳 小川原湖 注 坪川 七戸川 十和田湖 本木

を経て 洋 奥入瀬川 また 奥羽山脈を源流 洋 注 五戸
川 馬淵川 各河川があ ます

　本森林計 区 西部 山岳地帯が第 系 変朽安山岩 流紋岩等 覆わ
中央部及び東部 第 系ロ 層火山灰等 半島 頸部 岩手県境
けて 第 系 泥岩 砂岩 な ています 土壌 褐色森林土が大半
半島 頸部 山地 ポ ル 土壌が ます

観測地
気　温　。℃) 年　間

降水
。mm)

最　高
積雪
。cm)

均風
（m/上

備考
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）土地利用の現況

総　　数 う　ち　田 う　ち　

, , , , , ,

戸 市 , , , , , ,

戸 町 , , , , ,

五 戸 町 , , , , , ,

田 子 町 , , , , ,

部 町 , , , , ,

階 上 町 , , , , ,

新 郷 村 , , , , ,

十 和 田 市 , , , , ,

沢 市 , , , , , ,

辺 地 町 , , ,

七 戸 町 , , , , , ,

戸 町 , , , , , ,

横 浜 町 , , , , ,

東 町 , , , , , ,

ヶ 所 村 , , , , ,

お い せ 町 , , , , , ,

　注 区域面積 国土地理院 成 年 日現在

農地面積 成 年産作物統計

）産業別生産額 単位野百万

総　額 農　業 林　業 水　産　業

, , , , , , , , ,

戸 市 , , , , , ,

戸 町 , , , , ,

五 戸 町 , , , , ,

田 子 町 , , , , ,

部 町 , , , , ,

階 上 町 , , , , ,

新 郷 村 , , , , ,

十 和 田 市 , , , , ,

沢 市 , , , , ,

辺 地 町 , , ,

七 戸 町 , , , , ,

戸 町 , , , , ,

横 浜 町 , , , , ,

東 町 , , , , ,

ヶ 所 村 , , , , ,

お い せ 町 , , , , ,

　注 県統計分析課 市町村民経済計算 成 年度

市町村内総生産 属利子 除後 あ ため 各産業別純生産額 総和 過少 な ます。

単位　面積野ha

区　　分 総　　数 森　　林
農　　　地

そ　 　他

総　　数

市
町
村
別
内
訳

区　　分
市町村内
総生産

第１次　産　業
第 次産業 第 次産業

総　　数

市
町
村
別
内
訳
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）産業別就業者数 単位　人数野人

総　数 農　業 林　業 漁　業

, , , , , ,

戸 市 , , , , ,

戸 町 , , , ,

五 戸 町 , , , , ,

田 子 町 , , , ,

部 町 , , , , ,

階 上 町 , , ,

新 郷 村 ,

十 和 田 市 , , , , ,

沢 市 , , , , ,

辺 地 町 , , ,

七 戸 町 , , , , ,

戸 町 , , , , ,

横 浜 町 ,

東 町 , , , , ,

ヶ 所 村 , , ,

お い せ 町 , , , , ,

　注 総理府 国勢調査報告 成 年度

第 次産業 ＝ 鉱業 採石業 砂利採取業 建設業 製造業

第 次産業 ＝

第 次産業
第 次産業 第 次産業

電気 ス 熱供給 水道業 情報通信業 運輸業 郵便業 卸売業 小売業 金融業 保
険業 不動産業 物品賃貸業 学術 究 専門 技術サ ス業 宿 業 飲食サ ス
業 生活関連サ ス業 娯楽業 教育 学習支援業 療 福祉 複合サ ス事業
サ ス業 他 分類さ ない 他 分類さ 除く

合計 分類不能 産業 含 ため 内訳 合計し 総計 一致しませ 。

総　数

市
町
村
別
内
訳

区　分 合　計
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   森 林 の 現 況

）齢級別森林資源表
単位　面積：ha 積 年間成長 ：1,000m

」

年間 １齢級
成長 以上

面積 , , , , , , , , , , , , , , , , , ,
積 , , , , , , , , , ,

面積 , , , , , , , , , , , , , , , , , ,
積 , , , , , , , , , ,

面積 , , , , , , , , , , , , , ,
積 , , , , , , , ,

面積 , , , , , , , , ,
積 ,

面積 , , , , , , , , , , , , , , ,
積 , , , , , , , ,

面積 , , , , , , , , , , , , ,
積 , , , , , , , ,

面積 ,
積

面積 , , , , , , , , , , , , , ,
積 , , , , , , , ,

面積 , , , , , , , , , , , , ,
積 , , , , , , , ,

面積
積

面積
積

面積
積

面積
積

面積 , , , , , , , , , ,
積 , , ,

面積 , , , ,
積 ,

面積 , , , , , , , , ,
積 ,

面積
積

面積
積

面積
積

面積 ,
積

面積 ,
積

面積
積

面積 , , , , , , , , , ,
積 , , ,

面積 , , , ,
積 ,

面積 , , , , , , , , ,
積 ,

面積 ,
 
注　 位未満 四捨五入 し い ため 総数 内訳が一致しない場合があ ます。

総数
天　然

針
生　林

広

無　立　木　地　等

広

総数
育成

針
複層林

広

広

　
　
　
天
　
　
　
然
　
　
　
林

総数

総　数 針

広

総数
育成

針
層林

層林
広

育成 総数

複層林 針

針

広

　
　
人
　
　
　
工
　
　
　
林

総数

総　数 針

広

総数
育成

針

１５齢級 １ 齢級 １ 齢級 １ 齢級 １ 齢級 齢級齢級 １ 齢級 １１齢級 １ 齢級 １ 齢級 １ 齢級齢級 齢級 ５齢級 齢級 齢級 齢級

6
1

区　　　分 区分 総数 １齢級 齢級

総　　　　　　数

立
 
 
 
 
 

木
 
 
 
 
 

地

総数

総　　数



  ）制限林普通林別森林資源表 単位　面積：ha 積 成長 ：1,000m」

面  積   積 成長 面  積   積 成長 面  積   積 成長

, , , , , ,

総数 , , , , , ,

針 , , , , , ,

広 , , , , ,

総数 , , , , , ,

針 , , , , , ,

広 ,

総数 , , , , , ,

針 , , , , , ,

広

総数

針

広

総数 , , , , ,

針 , , , ,

広 , , , , ,

総数                                                                         

針                                                                         

広                                                                         

総数 , ,

針 ,

広

総数 , , , , ,

針 , , , ,

広 , , , , ,

,                                 ,                 

,                                 ,                 

                                                

                                                        

6
「

区　　　分
総　　　数 制　限　林

天
　
　
然
　
　
林

総　数

育成 層林

更　　新　　困　　 　　地

普　通　林

総数

立
 
 
 
 
 

木
 
 
 
 
 

地

総　　数

人
　
　
工
　
　
林

総　数

育成 層林

育成複層林

注　 位未満 四捨五入 し い ため 総数 内訳が一致しない場合があ

育成複層林

天然生林

無立木地

総　　　　数

伐　採　跡　地

未　立　木　地



  ）市 別森林資源表 単位　面積：ha 積：1,000m
」

総数 針 広 総数 針 広 総数 針 広 総数 針 広 総数 針 広 総数 針 広 総数 針 広 総数 針 広

面　積 109,479 105,」9」 71,4「9 」」,964 65,60」 64,5」8 1,065 64,77」 6」,854 919 8」0 684 146 」9,790 6,891 」「,899 -        -        -        1,604 1,064 540 」8,186 5,8「7 」「,」59 4,085 」,「58 8「7 0

　積 「」,881 「」,881 19,574 4,」07 18,091 18,007 84 17,979 17,908 70 11「 99 1」 5,790 1,567 4,「「」 -        -        -        「」1 179 5」 5,559 1,」89 4,171 -        -        -        -        

面　積 10,111 9,8「0 6,110 」,710 4,577 4,4」1 146 4,547 4,411 1」6 「9 19 10 5,「44 1,680 」,564 -        -        -        4」5 40」 」「 4,809 1,「77 」,5」「 「91 185 107 -        

　積 1,871 1,871 1,446 4「5 1,08」 1,076 7 1,079 1,07」 6 4 」 0 788 」70 418 -        -        -        69 66 」 719 」04 415 -        -        -        -        

面　積 8,171 7,99「 5,150 「,84「 5,11」 5,044 69 5,076 5,008 69 」7 」7 0 「,879 106 「,77」 -        -        -        」5 「7 8 「,844 79 「,765 178 161 17 -        

　積 1,699 1,699 1,」41 」58 1,」「1 1,」17 4 1,」1「 1,」08 4 9 9 0 」78 「4 」54 -        -        -        5 5 1 」7」 19 」5」 -        -        -        -        

面　積 9,「56 8,889 6,440 「,449 5,54「 5,」97 145 5,490 5,」49 14「 5「 48 4 」,」47 1,04」 「,」04 -        -        -        「65 「48 16 」,08「 795 「,「87 」66 」01 65 -        

　積 「,0「5 「,0「5 1,7「8 「97 1,50」 1,49「 11 1,496 1,485 11 7 7 0 5「「 「」6 「86 -        -        -        44 4」 1 478 194 「85 -        -        -        -        

面　積 9,605 9,491 6,」90 」,10「 6,407 6,「9」 115 6,」51 6,「49 10」 56 44 1「 」,084 97 「,987 -        -        -        50 16 」4 」,0」4 81 「,95」 114 10「 1「 -        

　積 「,19「 「,19「 1,808 」84 1,791 1,785 6 1,78」 1,778 5 8 8 1 400 「」 」78 -        -        -        6 」 」 」94 「0 」75 -        -        -        -        

面　積 7,6「」 7,480 5,075 「,405 4,677 4,58「 95 4,64「 4,551 91 」6 」「 4 「,80」 49」 「,」10 -        -        -        178 1」」 45 「,6「5 」60 「,「65 14」 1」」 10 -        

　積 1,551 1,551 1,「59 「9「 1,15「 1,148 4 1,148 1,144 4 4 4 0 400 11「 「88 -        -        -        「7 「」 4 」7」 89 「84 -        -        -        -        

面　積 5,」」8 5,「」1 」,」「9 1,90」 」,165 」,07「 9「 」,156 」,068 88 9 4 4 「,067 「56 1,810 -        -        -        90 66 「4 1,976 190 1,786 107 10「 5 -        

　積 1,096 1,096 865 「」1 816 810 6 815 810 5 1 0 0 「80 54 「「5 -        -        -        1」 11 「 「67 44 「「」 -        -        -        -        

面　積 8,51「 8,「4「 6,「「8 「,014 6,11」 6,0「1 9「 5,994 5,910 84 119 11「 8 「,1「9 「06 1,9「「 -        -        -        78 8 70 「,050 198 1,85「 「70 「64 6 -        

　積 1,9」1 1,9」1 1,661 「70 1,6「」 1,61」 10 1,606 1,597 9 17 16 1 」08 47 「60 -        -        -        8 1 7 「99 46 「5」 -        -        -        -        

面　積 19,47「 18,「71 1「,4「6 5,846 1「,14「 11,967 175 11,8「「 11,7」「 90 」「0 「」5 84 6,1」0 458 5,671 -        -        -        「65 」7 「「9 5,864 4「「 5,44「 1,「01 990 「11 0

　積 4,4「6 4,4「6 」,657 768 」,567 」,550 17 」,5「7 」,518 8 40 」1 8 859 108 751 -        -        -        「9 6 「」 8」0 101 7「8 -        -        -        -        

面　積 1,769 1,695 1,「「8 467 981 978 」 978 975 」 「 「 0 714 「50 464 -        -        -        9 9 -        705 「41 464 74 」7 」6 -        

　積 」66 」66 」05 61 「47 「47 1 「47 「46 1 1 0 0 119 58 61 -        -        -        「 「 -        117 56 61 -        -        -        -        

面　積 」,「87 」,115 「,「」6 879 1,719 1,714 5 1,711 1,706 5 7 7 0 1,」96 5「」 874 -        -        -        4「 」「 10 1,」54 491 86」 17「 1「9 4」 -        

　積 7「6 7「6 608 118 488 488 0 487 487 0 1 1 -        「」8 1「0 118 -        -        -        7 6 1 「」「 115 117 -        -        -        -        

面　積 7,601 7,159 4,956 「,「0」 4,847 4,799 48 4,768 4,7」4 」4 79 65 14 「,」1「 157 「,155 -        -        -        7」 「1 5「 「,「」9 1」6 「,10」 44「 406 」6 -        

　積 1,819 1,819 1,5」5 「84 1,505 1,500 5 1,495 1,491 4 10 8 1 」14 」5 「79 -        -        -        8 4 5 」06 」「 「74 -        -        -        -        

面　積 「,506 「,「68 1,597 671 1,5「9 1,514 14 1,5「0 1,506 1」 9 8 1 7」9 8」 656 -        -        -        1」 10 」 7「5 7」 65」 「」9 177 6「 -        

　積 574 574 487 87 470 468 「 469 467 「 「 1 0 10」 19 84 -        -        -        「 「 0 101 17 84 -        -        -        -        

面　積 」,0」1 「,994 1,8「「 1,17「 1,6「」 1,597 「6 1,569 1,545 「」 54 5「 」 1,」71 「「5 1,146 -        -        -        8 7 1 1,」6」 「18 1,144 」7 「 」5 -        

　積 587 587 4」0 157 」8「 」80 」 」76 」74 「 6 6 0 「05 51 154 -        -        -        1 1 0 「04 50 154 -        -        -        -        

面　積 7,69」 7,465 5,598 1,868 5,065 5,044 「「 5,050 5,0」1 「0 15 1」 「 「,400 554 1,846 -        -        -        19 11 8 「,」81 54」 1,8」8 「「8 8」 145 -        

　積 1,9「5 1,9「5 1,679 「46 1,549 1,546 」 1,546 1,54」 」 」 」 0 」76 1」」 「4」 -        -        -        」 「 1 」74 1」1 「4「 -        -        -        -        

面　積 4,「」0 4,1」4 1,957 「,177 1,」6「 1,」59 」 1,」60 1,」57 」 1 1 -        「,77」 598 「,174 -        -        -        「7 「1 6 「,746 577 「,168 96 6「 」4 -        

　積 788 788 494 「9」 」57 」57 0 」57 」57 0 0 0 -        4」0 1」7 「9」 -        -        -        4 」 1 4「6 1」4 「9「 -        -        -        -        

面　積 1,「7」 1,145 887 「58 741 7「5 16 7」7 7「1 16 5 4 1 404 16「 「4「 -        -        -        14 14 -        」90 148 「4「 1「8 1「」 5 -        

　積 」06 」06 「71 」4 「」6 「」「 4 「」5 「」1 4 1 1 0 70 」9 」1 -        -        -        」 」 -        68 」7 」1 -        -        -        -        

注　単位未満を四捨五入としてい た 総数と 訳が一 しない場合があ ます

6
」

区　　　　　 総数

七戸

総　　数

八戸市

戸

五戸

田子

部

立　　　　　木　　　　　地
無立木地

然生林
総数

伐採
跡地

未立
木地

更新
困難
地

総　　　　数
人　　　工　　　林 　　　然　　　林

総　　　数 育成単層林 育成複層林 総　　　数 育成単層林 育成複層林

六戸

横浜

東

六ヶ所

おい せ

階

新郷

十和田市

沢市

辺地



  ）所有形態別森林資源表 単位 面積：ha 積：1,000m」

面  積   積 成長 面  積   積 成長 面  積   積 成長 面  積   積 成長 面  積   積 成長

, , , , , , , , ,

総数 , , , , , , , , ,

針 , , , , , , , , ,

広 , , , , , ,

総数 , , , , , , , ,

針 , , , , , , , ,

広 ,

総数 , , , , , , , ,

針 , , , , , , , ,

広

総数

針

広

総数 , , , , , ,

針 , , , ,

広 , , , , , ,

総数

針

広

総数 , ,

針 ,

広

総数 , , , , , ,

針 , , , ,

広 , , , , , ,

, ,

, ,

注　 位未満 四捨五入 し い ため 総数 内訳が一致しない場合があ ます。

6
4

区　　　分
総　　　数 県　営　林 市町村有林 産区有林

天
　
　
然
　
　
林

総　数

育成 層林

私　有　林

総　　　　　　数

立
 
 
 
 
 

木
 
 
 
 
 

地

総　　数

人
　
　
工
　
　
林

総　数

育成 層林

育成複層林

更　　新　　困　　 　　地

育成複層林

天然生林

無立木地

総　　　　数

伐　採　跡　地

未　立　木　地



（５ 制限林 種類別面積 単位　面積野ha

総  数

水
源

養

土
砂
流
出
防
備

土
砂
崩
壊
防
備

飛
砂
防
備

防
風

潮
害
防
備

干
害
防
備

な
落
石
防
止

防
火

魚
保
健

風
総　数

特
別
保
護
地
区

第
１
種
特
別
地
域

第

種
特
別
地
域

第

種
特
別
地
域

普通
地域

総
数

特
別
保
護
地
区

第
１
種
特
別
地
域

第

種
特
別
地
域

第

種
特
別
地
域

普通
地域

総
数

第
１
種
特
別
地
域

第

種
特
別
地
域

第

種
特
別
地
域

普
通
地
域

。5,681) 。「,955) 。11」) 。0) 。5) 。1) 。「,8「1) 。14) 。1「5) 。1,9「8) 。51) 。5) 。1,87」) 。58「) 。15) 。46) 。518) 。「) 。85) 。6)

「5,15」 「」,「97 16,189 4,78」 6「 1,」91 180 5 6「5 - 1 10 - 47 4 - 1「6 1,148 - 6 「19 9「「 1 - - - - - 」40 - 9 」「「 9 - - 「」4 7 -

。1「6) 。8「) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        。8「) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        。44) -        -        

1,11」 8」8 64」 160 0 」5 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        」 47 -        6 」5 4 1 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        「「6 -        -        

。」56) 。7「) -        -        -        -        -        -        。0) -        -        -        -        。58) 。14) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        。「84) 。9) 。46) 。「「8) -        -        -        -        -        -        

1,98「 1,865 1,「98 4」7 8 -        -        -        110 -        -        -        -        7 4 -        6 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        111 -        6 104 1 -        -        -        1 -        

。「「) 。「「) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        。「「) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

8」」 8」1 688 11」 9 -        -        -        「「 -        -        -        -        -        -        -        「 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0 -        

。416) 。416) -        。49) -        -        -        -        -        -        -        -        -        。」67) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

「,184 「,154 1,910 「15 9 -        -        -        -        -        -        -        -        「0 -        -        「7 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        」 -        

。」59) 。「7) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        。「7) -        -        。「8) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        。「98) 。6) -        。「91) 。「) -        -        -        。6) -        

1,919 1,665 96」 50「 「「 -        -        -        164 -        -        -        -        1「 -        -        「「 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        「「9 -        」 「18 8 -        -        -        」 -        

。1,9」0) 。69) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        。69) -        -        -        。1,861) -        。51) -        。1,810) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

「,61」 「,4「「 「,」48 -        -        -        -        -        70 -        -        4 -        -        -        -        -        190 -        -        -        190 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

。「」「) 。「」「) -        -        -        -        -        -        -        。5) -        -        -        。「「6) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

」,」65 」,」65 」,「19 1」7 5 -        -        -        4 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

。1,40「) 。1,197) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        。1,197) -        -        。97) 。67) -        -        。5) 。6」) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        。41) -        -        

6,「1」 5,「4」 」,901 1,「49 1 -        「1 -        65 -        1 5 -        -        -        -        59 911 -        -        18」 7「8 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

。454) 。454) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        。454) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

660 660 -        1 -        578 16 4 61 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

。「0) 。「0) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        。「0) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

60」 60」 「1 4」0 -        1「1 11 -        「0 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0 -        

。58) 。58) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        。58) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

1,「4」 1,「」9 1,1」」 「4 」 -        「1 -        58 -        -        -        -        -        -        -        4 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        0 -        

-        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

6」 6」 -        6」 0 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

。78) 。78) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        。78) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

498 498 -        14「 0 」」7 11 -        -        -        -        -        -        8 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

。1「1) 。1「1) -        。64) -        -        -        -        -        -        -        -        -        。57) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

1,114 1,114 64 1,019 4 -        1」 -        1」 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

。18) 。18) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        。18) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

647 64」 -        「91 0 「「9 86 -        」8 -        -        -        -        -        -        -        4 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

。90) 。90) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        。1) 。89) -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        

10」 94 -        -        -        9「 1 「 -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        -        9 0 -        

注　。 ) 複 外数 す
　　単位未満を四捨五入としてい た 総数と 訳が一 しない場合があ ます

6
5

区  総  数

保　　　　安　　　　林
保
安
施
設
地
区

砂
防
指
定
地

総　　数

八戸市

戸

五戸

自　然　 　園 県
自
然
環
境
保
全
地
域

鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護

史
跡

勝

然

念
物

急傾
斜地
崩壊
危険
地区

そ

他

国立 園 国定 園 県立自然 園

田子

部

階

新郷

十和田市

沢市

おい せ

辺地

七戸

六戸

横浜

東

六ヶ所



）樹種別 積表 単位　 積：1,000m」

樹 種

林 種

, , ,

, ,

, ,

注　地域森林計 資料

７）特定保安林の指定状況

当計 区 該当あ ませ 。

）荒廃地等の箇所数 単位　箇所

海岸 食

山腹崩壊 崩壊土砂流出 地すべ 危険地 備考

危険地区 危険地区 危険地区 km

, .

戸 市 .

戸 町

五 戸 町

田 子 町

部 町

階 上 町 .

新 郷 村

十 和 田 市 －

沢 市 .

辺 地 町 .

七 戸 町 －

戸 町 －

横 浜 町 .

東 町 －

ヶ 所 村 .

お い せ 町 .

注　県林政課資料

市
町
村
別
内
訳

区　　　　　分

山地災害危険地区

計

総　　数

広葉樹

総　　　　　数

人　　工　　林

天　　然　　林

ス ア マ ロマ バ ラマ そ 他針
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）森林の被害 単位　面積野ha

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ「8 Ｈ「9 Ｈ」0 Ｈ「8 Ｈ「9 Ｈ」0 Ｈ「8 Ｈ「9 Ｈ」0

. . . 0.05 - - - - 15.74 - - -

. . . - - - - - 」.05 - - -

- - - - - - - - -

. . . - - - - - 7.71 - - -

. . - - - - - - - - -

. 0.05 - - - - 4.98 - - -

. . - - - - - - - - -

. . - - - - - - - - -

. - - - - - - - - -

. . - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

. . - - - - - - - - -

. . - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - - -

- - - - - - - - -

10）防火線等の整備状況
位　面積 ha

種　類 火　災 潮　害 雪　害 凍　結 獣　害

年　次

総　数

市
町
村
別
内
訳

戸 市

戸 町

五 戸 町

田 子 町

部 町

階 上 町

新 郷 村

十和田市

沢 市

辺地町

七 戸 町

戸 町

横 浜 町

東 町

ヶ 所 村

おい せ町

市町村名 防火保安林面積

階上町 .
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林業の動向

）保有山林面積規模別経営体数

総　　数 ha未満 ～ ha未満 ～ ha未満 ha以上

,

戸 市

戸 町

五 戸 町

田 子 町

部 町

階 上 町

新 郷 村

十 和 田 市

沢 市

辺 地 町

七 戸 町

戸 町

横 浜 町

東 町

ヶ 所 村

お い せ 町

注  農林水産省 年農林業センサス

）森林経営計 の認定状況

人　数 面　積 人　数 面　積 人　数 面　積

, , , ,

戸 市 , ,

戸 町 , ,

五 戸 町

田 子 町 , , ,

部 町 , ,

階 上 町 , ,

新 郷 村

十 和 田 市 , , ,

沢 市

辺 地 町

七 戸 町

戸 町

横 浜 町

東 町 , ,

ヶ 所 村

お い せ 町

注１ 県林政課資料 成 年 日現在
成 年度 成 年度ま ５ヶ年 計 認定分

単位：経営体

区　　分

総   数

市
町
村
別
内
訳

単位　人数野人 面積野ha

区   分
総　　　数 　有　林 私　有　林

総   数

市
町
村
別
内
訳
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）経営管理権及び経営管理実施権の設定状況

件数 面　積 件数 面　積

戸 市 － － － －

戸 町 － － － －

五 戸 町 － － － －

田 子 町 － － － －

部 町 － － － －

階 上 町 － － － －

新 郷 村 － － － －

十 和 田 市 － － － －

沢 市 － － － －

辺 地 町 － － － －

七 戸 町 － － － －

戸 町 － － － －

横 浜 町 － － － －

東 町 － － － －

ヶ 所 村 － － － －

お い せ 町 － － － －

注１ 件数欄 策定した経営管理 集積計 又 経営管理実施 配分計 数 載す 。

国有林森林計 あっ 載 要しない。

市町村別
経営管理 経営管理実施

総   数

市
町
村
別
内
訳

単位　面積野ha

備　　考
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）森林組合及び生産森林組合の現状

ア 構成

組　合　別 組合員数
常勤役職員

数
出資金総額

組合員所有
森林面積

備　考

, , ,

戸 市 戸 市 , ,

五 戸 町 地 方 , , ,

上十 地区 , , ,

大 , ,

七 戸 町 上 , , ,

東 町 東 町 , ,

, ,

戸 市 中 ,

戸 町 山 ,

相 内 ,

門 前 ,

大 向 ,

鳥 谷 ,

新 郷 村 温 沢 ,

十 和 田 市 深 持 ,

  注  県団体経営改善課資料 成 年 日

市町村別欄 各組合 事 所所在地 表示。

イ 森林組合の事業内容及び活動状況等  単位　 扱高野千 人員野人 日数野日

販  売 林  産 加  工 森林整備 実人員 就労延日数 均日数

, , , , , , ,

, , , ,

, , , , ,

, , , ,

,

, , , , ,

, , , ,

  注  県団体経営改善課資料 成 年 日

 単位　員数野人 金額野千 面積野ha

市　町　村　別

森
林
組
合

総　　　    数

十 和 田 市

生
　
産
　
森
　
林
　
組
　
合

総　　　    数

部 町

組　合　名
主　要　事　業　取　扱　高 作　　業　　班

総　　　　数

戸市

地方

上十 地区

大

上

東 町
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）林業事業体等の現況 単位野事業体

戸 市

戸 町

五 戸 町

田 子 町

部 町

階 上 町

新 郷 村

十 和 田 市

沢 市

辺 地 町

七 戸 町

戸 町

横 浜 町

東 町

ヶ 所 村

お い せ 町

　注 造林業 素 生産業 木 卸売業 県林政課資料

一事業体が複数 業 行っ い 場合 そ 該当す 欄 計上した。

木 木製品製造業 H 工業統計表 経済産業省

）林業労働力の概況 林業就業者数の動向）

成 年 成 年 成 年 増減率 増減率

. .

戸 市 . .

戸 町 . .

五 戸 町 . .

田 子 町 . △ .

部 町 △ . △ .

階 上 町 . △ .

新 郷 村 . △ .

十 和 田 市 . △ .

沢 市 － .

辺 地 町 . .

七 戸 町 . △ .

戸 町 － .

横 浜 町 . △ .

東 町 . △ .

ヶ 所 村 △ . △ .

お い せ 町 , . .

注  総理府 国勢調査報告 成 年度

区分 造林業 素 生産業
木 卸売業
うち素 市
売市場

木 木製
品製造業

総数

市
町
村
別
内
訳

単位　人数野人 率野％

区分

総数

市
町
村
別
内
訳
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７）林業機械化の概況 単位：

総 数 有林 森林組合 会社 個人 そ 他 備　　考

集 機

無線操縦等
木寄せ機

コン操作
巻上 搬器

林内作業車

主 し 地拵等
育林作業用

自動木 式

背 い式等

搬出 育林用等
係 土工用

搬出 育林用等
係 土工用

携 式 払機

伐倒木 伐根 枝
条等 粉

自走式玉 機

,

伐倒機

引式集 機

造 機

伐倒造 機

積載式集 車両

ワ 付 集 機

旋回 ム式
ワ 付 集 機

上 以外 高性能
林業機械

注 県林政課資料 成 年 日現在

区　　分

索道

集 機

ノ

コン イン

自走式搬器

ノ

運 車

集 用トラ

育林用トラ

苗 用トラ

動力枝打機

動力枝打機

フォ フト

フォ ロ

トラ ン

ン付 トラ

ラ プ 付作業車

ラ プ 付トラ

トラ ョベ

ョベ 系掘削機械

ンソ

スイン

払機

植穴掘機

樹木粉 機

ラ プ ソ

計

 高性能機械

フ ラ バン

計

ス

プロセ サ

ベス

フォワ

そ 他 林業用高
性能機械

ワ

7「



）作業路網等の整備の概況

作業道開設実績            単位 野 ｍ

H H H H H

, , , , ,

戸 市 , , , ,

戸 町 , ,

五 戸 町 , , , , ,

田 子 町 , , , ,

部 町 , , , ,

階 上 町 , , , ,

新 郷 村 , , , , ,

十 和 田 市 , , , ,

沢 市

辺 地 町 , ,

七 戸 町 ,

戸 町

横 浜 町

東 町 , , , ,

ヶ 所 村 ,

お い せ 町

注 県林政課資料

区　　分

総数

市
町
村
別
内
訳

7」



 前期計画 実行状況

伐採立木材積

主 伐 間 伐 総 数 主 伐 間 伐 総 数 主 伐 間 伐 総 数

, , , . . .

, , , . . .

－ － . － .

注 計画欄 前計画の前半５か年分に対応 る計画量
実行欄 前計画の前半５か年分の実行量

間伐面積

注 の注に同

人工造林 天然更新別面積 単位 面積 : ha 実行歩合 : ％

実 行 実行歩合 計 画 実 行 実行歩合

, . , .

注 の注に同

林道 開設又 拡張 数量 単位 延長：km 箇所：箇所数 実行歩合：％

注 の注に同

保安施設 数量

ア 保安林 面積 単位 面積 : ha 実行歩合 : ％

実行歩合

.

.

.

.

注 実績 令和元年度末の見込み面積

保健 風致保存のための保安林 , ,

水源涵養のための保安林 , ,

災害防備のための保安林 , ,

区 分 計画期末面積 実    績

総 数 実 面 積 , ,

拡 張
改良箇所 箇所 . . .

舗装延長 km . . .

実行歩合

開 設
新設延長 km . . .

改築延長 km . . .

.

人 工 造 林 天 然 更 新

計 画

,

区 分 計 画 実 行

総 数

針 葉 樹

広 葉 樹

単位 面積：ha 実行歩合：％

計画 実行 実行歩合

, ,

単位 材積：1,000ｍ3 実行歩合：％

区 分

伐 採 立 木 材 積

計 画 実 行 実 行 歩 合
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イ 保安施設地区の指定 単位　面積 野 ha 実行歩合 野 ％

注 注

ウ 治山事業の数量 単位　箇所野箇所数 実行歩合 野 ％

注 注

）要整備森林の施業の区分別面積

　　該当なし

林地の異動状況 森林計 の対象森林）

）森林よ 森林以外 の異動 単位　面積：ha

そ 他

注 成 年度～ 成 年度 異動状況

）森林以外よ 森林 の異動 単位　面積：ha

注 成 年度～ 成 年度 異動状況

原 農用地 官行造林 そ 他 合計

農用地

フ場等 住宅 別荘 工場

採石採土地 合計

実　　行 実　行　歩　合

計　　 実　　行 実　行　歩　合

面　　　　　　　　　積

計　　

－ － －

用地 そ 付 地

.

施設 等建物敷地及び

箇　　　　　　　　所
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森林資源の推移
分期別伐採立木材積等 分期別期首資源表

単位 千m 単位 面積 ha 材積 千m

分 期 面 積

総 総 数 , , , , , , , 総 数 齢級 齢級 齢級 齢級 齢級 齢級 齢級 齢級以上

伐 針葉樹 , , , , , , , 総 数 , , , , , , , , , ,

採 数 広葉樹 人 総 数 , , , , , , , , , ,

立 主 総 数 , , , 工 育成単層林 , , , , , , , , , ,

木 針葉樹 第 分期 林 育成複層林

材 伐 広葉樹 天 総 数 , , , , , , , , , ,

積 間 総 数 , 然 育成単層林

伐 針葉樹 , 林 育成複層林 ,

造林 総数 , , , , , , , , 天 然 生 林 , , , , , , , , , ,

人工造林 , , , , , , , , 総 数 , , , , , , , , , ,

面積 天然更新 , , , , , , , , 人 総 数 , , , , , , , , , ,

林道開設延長 工 育成単層林 , , , , , , , , , ,

第 分期 林 育成複層林 , ,

天 総 数 , , , , , , , , , ,

然 育成単層林

林 育成複層林 , ,

天 然 生 林 , , , , , , , , , ,

総 数 , , , , , , , , , ,

人 総 数 , , , , , , , , , ,

工 育成単層林 , , , , , , , , , ,

第 分期 林 育成複層林 , ,

天 総 数 , , , , , , , , ,

然 育成単層林

林 育成複層林 , , ,

天 然 生 林 , , , , , , , , ,

総 数 , , , , , , , , , ,

人 総 数 , , , , , , , , , ,

工 育成単層林 , , , , , , , , , ,

第 分期 林 育成複層林 , ,

天 総 数 , , , , , , , , ,

然 育成単層林

林 育成複層林 , ,

天 然 生 林 , , , , , , , ,

総 数 , , , , , , , , , ,

人 総 数 , , , , , , , , , ,

工 育成単層林 , , , , , , , , , ,

第 分期 林 育成複層林 , ,

天 総 数 , , , , , , , ,

然 育成単層林

林 育成複層林 , ,

天 然 生 林 , , , , , , , ,

材 積
区 分

7
6
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７ その他

用語の説明 （五十音 ）

用 語 説 明

一貫作業 ステム コスト造林 ため 伐採 植栽ま 時 行う作業 ステム

す。

枝打ち 主 無節 価値 高い 生産す ため 林木 枝 そ 付 根付

近 落 す作業 す。

一般 成長 応 間断的 実施します。

皆伐 主伐 一種 一定範 樹木 一斉 全部 又 大部分 伐採す

す。

架線作業 ステム 林内 架設したワイ ロ プ 取 付 た搬器等 移動させ 木

吊 上 集積す 作業 組 す。

層木 樹冠が 段以上 階層状構造 なし い 森林 上層樹冠 形成

し い 木 対し 層 生育し い 林木 いいます。

出し 天然生稚樹 周 払い 生育 進す 作業 す。

間伐 育成段階 あ 森林 おい 樹木 込 具合 応 育成す 樹木

一部 伐採 間引 し 存木 成長 進す 作業 作業

生産さ た木 間伐 いいます。

一般 除伐後 主伐ま 間 育成目的 応 間断的 実施

します。

機械作業 ステム 伐出作業や育成作業 お 各工程 機械 作業 組 機械

組合せ す。

伐出作業 おい 集 距 傾斜 度合い 伐採作業現場 大

さ 集中 分散 度合い っ 変わ ます。

郷土樹種 長い期間 自然淘汰 っ そ 地方や立地環境 く適

応し自然状態 分 し い 樹種 す。

土 地盤 上方 あ 土砂等 落 し 又 崩す作業

取った土砂 す。

禁伐 樹木 伐採 禁 す す。

更新 伐採跡地 伐採 生 た無立木地 おい 造林 更新樹

種 育成し 再び立木 す す。

更新樹種 植栽木 天然 種等 生す 稚樹及び う芽 うち将来 林冠

校 す 樹種 す。
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用 語 説 明

高性能林業機械 一機種 伐倒 枝払い 造 集 うち 工程以上 多工程処

理 行う車両系又 架線系 林業用機械 す。

広葉樹 樹木 葉 形 分類した名称 針葉樹 対す 語 す。被子植

物 双子葉類 属す 樹木 す。

コンテ 苗 専用 コンテ 育 根鉢付 苗 従来 苗 比較し

活着率が良く 植栽 要す 時間が短いな ト 有す 苗

す。

積 立木又 造 さ た丸 さ 製 さ た木 体積 す。

立木 樹皮 含 ますが 丸 含 ませ 。

位 立方 ト 表示します。

市町村森林整備計 森林法第 条 ５ 規定 市町村長が計 的 長期

的視 たっ 適 林業経営 森林施業 進す ため た

造林 伐採ま 森林施業 関す 総合的な計 す。

森林 持 能な管理 実現す マス プラン 位置付

います。

育成 対象 な 樹木 生育 妨 他 樹木等 払う作業

す。

樹 植栽 上木 あ 状態 そ 木 苗木 植栽す 本県

複層林 造成す 場合 木 し バ 植栽す が多い す。

樹冠 樹木 葉 枝 集ま す。

樹冠疎密度 林地面積 対す 樹冠投影面積 占め 比率 す。

おお 年生以上 林分 おい 利用します。

主伐 利用期 した樹木 伐採し収穫す す。

上層木 樹冠が 段以上 層状 なし い 森林 層 木 対し 上層

木 す。

植生 あ 区域 集まっ 生育し い 植物 全体 す。

自然植生 現存植生な 使い分 します。

除伐 一般 終了し 植栽木 枝葉が茂 互い 接し合う

状態 な ま 間 行わ 造林目的以外 樹種等 取 除く作業

す。

人工造林 苗木 植栽 種子 ま 付 さし木等 人 的な方法 森林

造成す す。
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用 語 説 明

針葉樹 樹木 葉 形 分類した名称 広葉樹 対す 語 す。ス マ

類 バな 林業上 要な樹種が多く 酸 炭素 収 広葉樹

大 く上回 ます。

森林 森林法第 条 木竹が集団し 生育し い 土地及びそ 土地

上 あ 立木竹 前号 土地 外 木竹 集団的な生育 供さ

土地 た し 主 し 農地又 住宅地若しく 準 土地 し

使用さ 土地及び 土地 上 あ 立木竹除く 定義付

います。

森林機能区分 森林 そ 森林 地形 地質 土壌そ 他 立地条件 林況等

対す 評価因子 水源涵養機能 山地災害防 機能／土壌保
う

全機能 快適環境形成機能 保健 ョン 文 生物多様性

保全 木 等生産機能 機能 区分した す。

森林経営管理制度 適 な経営管理が行わ ていない森林 経営管理を 意欲と能力

あ 林業経営者 集積 集約 す とと そ が ない森

林 経営管理を市 が行うこと 森林 経営管理を確保し 林

業 成長産業 と森林 適 な管理 両立を図 制度 す

森林経営計 森林所有者 又 森林 経営 委 を けた者 が 自 が

森林 経営を行う一体的なまとま あ 森林を対象として 森林

施業及び保護 いて作成す ５年を１期とす 計 す

森林作業道 間伐 め す 森林整備 木 取 搬出 ため 用い

道 経済的 性 有す 丈 容易 開設 要求

さ ます。

森林生産力 森林 主 木 生産す 能力 テン す。

森林施業 目的 す 森林 造成 維持す ため 行う造林 保育 間伐 伐採

等 一連 森林 対す 行 す。

森林簿 森林計 図 林小班 面積 樹種 林齢 積 森林 機能区

分等 林況 表示し い 簿冊 す。

森林保健施設 森林 保健機能 増進 関す 特別措置法 第 条第 項第 号

規定 森林 有す 保健機能 高度 揮させ ため 衆 利

用 供す 施設 養施設 教養文 施設 ス 又

ョン施設 宿 施設があ ます。

ス 丸 一端 ラ プ 吊 上 土場ま 地 集 す 集 専

牽引式集 機 用 自走式機械 す。

制限林 法 施業 い 制限 い 森林 す。保安林

砂防指定地 鳥獣保護及び狩猟 適 関す 法 く特別

保護地区 自然 園法 く特別地域等があ ます。
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用 語 説 明

施業体系 目的 す 森林 造成 維持す ため造林 保育 間伐 伐採ま

一連 森林施業 い 林齢 成立本数 樹高 胸高直 林分

積等 関す 各施業 実施すべ 断 礎 な 標準

す。

造林 林地 森林 立 す。造林 方法 人工造林 天然更

新があ ます。

択伐 主伐 一種 経営目的 到 し収入 期 や成長が衰

え始めた 質 があ な 抜 伐 す。

ワ 簡便 架線集 人工支柱 装備した移動 能な集 機

ワ 式集 機 す。

木択伐 択伐作業 一種 立木 伐採が 森林及びそ 周辺 お 自然

環境 大 な変 招くおそ が少ない程度 状択伐 す。

治山施設 保安林 指定 目的 成す ため 必要 し 実施さ た保安施

設事業 森林法第 条第 項 事業 及び地すべ 防 工事 地すべ

等防 法第 条第 項 設置さ た施設 す。

地質 地球 構造 歴史 地球上 生物 変遷及び地球 変 あ っ

た原因 結 な 地球 関す 自然現象及び状態 総括した

す。林業関係 地球 表面層＝地殻＝ 構成す 物質 称し そ

種類 性質又 状態 指す が多い。大部分 岩石 地層 堆積

物 風 生成物ないし土壌 含ま ます。

長伐期施業 標準伐期齢 おお 倍相当 超え 林齢 主伐 行う施業

す。

天然 種更新 林地内 した木 母樹 又 そ 側方 木 自然 落ちた種

芽した稚樹 後 樹 し 森林 立 方法 す。

天然更新 天然 力 っ 次 世 樹木 生させ いいます。種子

が自然 落 し 芽す 場合 天然 種更新 木 根 芽

う芽 し 成長す 場合な があ ます。

天然更新補助作業 更新樹種が生育 空間や光 土壌環境等 確保す ため 作業

あ 地表処理 出し等 さ う 天然更新 不十分な箇

所 行う植込 等 含 造林 作業種 す。

天然生林 災害 伐採な 改変さ たが 人 手が加わ 自

然力 っ 再生した森林 す。

天然林 天然 状態 あっ 造林 保育 い 人 手が加わっ

いない森林 す。
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用 語 説 明

特定広葉樹 地域独特 観や多様な生物 生息 生育環境 維持 創出 図

ため 必要な広葉樹 し 市町村森林整備計 定めた樹種

す。

特定広葉樹育成施業 特定広葉樹 主体 した地域独特 観や多様な生物 生息 生育

環境等 形成 図 ため 森林施業 す。

特定保安林 指定 目的 即し 機能し いない 認め 区域内 造林等

施業 早急 実施す 必要 あ 森林が存在す 保安林 す。

土壌 地殻表面 母岩が風 崩壊した 腐植な が加わ 気候や生

物な 作用 生成した す。

水分 動態 有機物 分解合成 過程 相 っ 特有

示します。

ラ枯 被害 イム 一種 巣 菌 栽 し 食べ 繁殖す 養菌性 ノ

イム が ラ類 樹幹部 樹皮 辺 穿入し 年輪

沿っ 孔道 掘 壮 老齢木 被害 枯死 。近年 日

本海側 豪雪地 大 生し い 。

伐区 伐採 主伐 が行わ 区域 指しますが 造林 保育 伐

採ま 作業が一貫し 一 行わ 区域 用い ます。

ベス 伐倒 枝払い 集積 一連 多工程 処理 連 し 行う自走式

伐倒造 機 機械 す。

標準伐期齢 主要樹種 い 均成長 が最大 な 年齢 準 し 森林

有す 益的機能 均伐採齢等 案し 地域森林計 示した指

針 森林計 制度上 誘 指標 し 市町村森林整備計

定め 林齢 す。

保安林 指定施業要件 準 用い ます。

フォワ ラ プ ン 玉 した短幹 荷台 積 運ぶ集 専用

積載式集 車両 自走式機械 す。

複層林 人工更新又 天然更新 造成さ 樹齢 樹高 異な 樹木

構成さ た森林 総称 す。

複層林施業 森林 構成す 林木 部分的 伐採し 苗木 植栽等 行う

複数 樹冠層 有す 森林 造成す 施業 す。

プロセ サ 林道や土場な 全木集 さ た 枝払い 測尺玉 連 し

造 機 行い 玉 した 集積作業 一貫し 行う自走式機械

す。
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用 語 説 明

保安施設事業 森林法第 条 規定 保安施設地区内 おい そ 保安

林 指定 目的 成す ため 実施さ 森林 造成作業又 森林

造成若しく 維持 必要な事業 す。

保安施設地区 農林水産大臣又 知事が保安施設事業 行う必要があ し 農

林水産大臣が森林法第 条 規定 指定した森林 す。

地区 事業終了後 一定期間経過後保安林 なさ ます。

保安林 人 や 産な 共 利益 成す ため 森林法 い

農林水産大臣また 知事が指定した森林 す。

水源 養 土砂流出防備 土砂崩壊防備 飛砂防備 防風 水害防

備 潮害防備 害防備 防雪 防霧 な 防 落石防 防火

魚 航行目標 保健 風致 種類があ ます。

保育 植栽終了後 育成 対象 な 樹木 生育 すため 行う

枝打ち 除伐等 作業 総称 す。

う芽 立木 伐採した後 株 生す 芽 す。

う芽更新 立木 伐採した後 株 生した芽 成長させ 森林 更新す

方法 す。

保健機能森林 森林 保健機能 増進 関す 特別措置法第５条 規定

地域森林計 即し 森林 保健機能 増進 図 が適当 認

めた場合 市町村森林整備計 そ 地域が特定さ い 森林

す。

保護樹 造林 す 際 前生樹 一部 状 し 風 遮 又 主風

方向 対し 樹木 状 造成す っ 気象害な 被害

軽減 目的 さ た又 造成さ た樹木 集団 す。

母樹 優良な形質 った種子や穂木 茎や根 採取す 樹木 す。

母樹 集団 母樹林 いいます。

土壌 落葉 落枝やそ 分解物 層 有機物 成 層が

し 溶脱層 酸 物及び腐植 集積層 酸性 土壌

す。一般 寒冷偏 気候地 広く生成さ ます。

松くい虫被害 松くい虫被害 式な名称 マ 線虫病 ば マ 伝染

病 す。

マ 枯 す直接 犯人 病原体 体長１mm 満たない マ ノ

イセン いう線虫 病気 ったマ 健全なマ

媒介す 運び屋が体長 cm ム 一種 あ マ ノマ

ラ す。

マ ノマ ラ が運ぶマ ノ イセン がマ 侵入し マ

樹液 め っ マ 枯 が 生し ま 延し い ます。
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用 語 説 明

要整備森林 特定保安林 区域内 民有林 造林 保育 伐採そ 他 森林施

業 早急 実施す 必要があ 認め 森林 す。

立木度 現在 林分 本数 当該林分 林齢 相当す 期 成立本数 割

った対比 分率 表す す。

幼齢林 おお 年生未満 利用します。

林業事業体 他者 委 又 立木 購入 造林 保育 伐採な 林内

作業 行う森林組合 素 生産事業者な す。

林業専用道 幹線 な 林道 補完し 森林作業道 組 合わせ 森林施業 用

供す 道 いい 普通自動車 トン積程度 トラ 走行 想定

した規 構造 有す す。

林道 効率的な森林施業や林業経営 行うため 森林内 開設さ た道路

す。

林班 森林 位置 明 し 地域森林計 樹立及び実施 便 供す

ため 原則 し 界 天然地形又 地物 っ 区 した森林区

位 す。

林齢 森林 年齢 す。林分が成立 更新又 植栽 した年 年

し そ 経過した森林 年齢 す。
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